
施
餓
鬼
会
の
典
拠
と
な
っ
た
阿
難
尊
者
と
焔
口
餓
鬼
（
面
然
餓
鬼
）
と
の
因
縁
を
載
せ
た
経
典
と
し
て
は
、
唐
の
実
叉
難
陀
（
六
五
一
一

～
七
一
○
）
訳
『
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経
〈
以
下
、
『
面
然
餓
鬼
経
』
と
略
記
）
』
一
巻
と
、
唐
の
不
空
（
七
○
五
～
七
七
四
）
訳
の
『
仏
説

救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
（
以
下
、
『
焔
口
餓
鬼
経
』
と
略
記
）
』
一
巻
、
『
璃
伽
集
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焔
口
軌
儀
経
竺
巻
、
『
輸
伽
集
要
焔

口
施
食
起
教
阿
難
陀
縁
由
』
一
巻
の
計
四
種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
何
れ
も
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
十
一
冊
に
収
載
さ
れ
て
お

り
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
聡
伽
集
要
」
が
冠
せ
ら
れ
た
後
半
の
二
つ
は
、
朱
・
元
の
大
蔵
経
や
高
麗
蔵
に
は
入
れ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
明
蔵
以
降
に
広
く
知
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
種
類
の
中
で
一
般
に
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
が
大
同
元
年
〈
八
○
六
）
に
日
本
に
将

来
し
た
と
言
わ
れ
る
〈
『
御
請
来
目
録
』
弓
呂
・
］
＆
］
ワ
）
、
不
空
訳
の
『
焔
ロ
餓
鬼
経
』
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
よ
く
綴
ま
っ
て
い
て
い
る
が
、

詳
し
い
訳
注
書
は
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、
読
解
す
る
の
に
不
便
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
平
成
十
五
年
度
、
教
学
研
究
委
員
会
で
は
こ
の
『
焔
口
餓
鬼
経
』
を
訳
注
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
正
確
な
理

解
を
助
け
る
た
め
に
、
同
経
の
「
異
訳
」
（
『
仏
欝
解
説
大
辞
典
』
第
二
巻
・
三
五
○
頁
下
段
）
と
さ
れ
る
実
叉
難
陀
訳
の
『
面
然
餓
鬼
経
』

施
餓
鬼
の
経
典

は
し
が
き

ｌ
訳
注
『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
昌
仏
説
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経
』
Ｉ

教
学
研
究
委
員
会
編
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６
併
せ
て
訳
注
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

な
し
き
ば
Ｉ
と
と
ぎ
や

訳
注
を
行
っ
た
両
経
に
は
、
済
門
の
施
餓
鬼
会
に
用
い
ら
れ
る
『
開
甘
露
門
』
に
見
え
る
「
焔
口
陀
羅
尼
」
（
Ⅱ
南
無
薩
婆
馳
珍
伽

針
騨
騨
榊
靜
懸
三
瞬
麟
聿
騨
噸
峨
）
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
興
味
深
い
経
典
で
あ
る
。
特
に
『
焔
口
餓
鬼
経
』

所
掲
の
陀
羅
尼
は
ほ
ぼ
現
用
の
も
の
と
同
じ
形
と
な
っ
て
い
る
。

な
む
す
り
よ
ば
や
Ｉ
と

尚
、
『
開
甘
露
門
』
に
載
せ
ら
れ
た
施
食
に
関
わ
る
残
り
一
一
つ
の
陀
羅
尼
、
つ
ま
り
「
施
甘
露
水
陀
羅
尼
」
（
Ⅱ
南
無
蘇
噌
婆
耶
多

雌
鵬
参
嚇
舞
蝿
嚇
噸
騨
嚥
辮
韓
騨
孵
鰯
職
蝉
恥
鴎
鍵
欝
藝
誹
）
と
「
施
乳
海
陀
羅
尼
」
（
Ⅱ
廓
趣
→
｜
壁
舞
鐸
騨
嚇
餓
）
の
二
つ
は

何
れ
も
今
回
訳
出
か
ら
外
し
た
『
聡
伽
集
要
焔
口
施
食
起
教
阿
難
陀
縁
由
』
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
（
同
一
・
ｓ
ｏ
の
、
合
一
ご
参
照
）
、
『
開

甘
露
門
』
の
成
立
を
考
え
る
た
め
に
も
訳
出
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
経
文
の
分
量
が
多
く
、
ま
た
所
掲
の
陀
羅
尼
も

十
四
を
数
え
、
訳
注
作
業
に
時
間
が
か
か
る
た
め
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
訳
注
作
業
半
ば
の
平
成
十
五
年
七
月
に
発
売
さ
れ
た
『
大
法
輪
』
八
月
号
に
、
伊
藤
蓮
空
師
（
高
野
山
真
言
宗
密
門
会
講
師
）
に

よ
る
「
現
代
意
訳
『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
Ｅ
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
参
考
す
る
に
と
ど
め
た
。

（
野
口
善
敬
）
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○
底
本
に
は
磧
砂
蔵
本
を
用
い
、
『
焔
口
餓
鬼
経
』
は
台
湾
新
文
豊
出
版
公
司
影
印
出
版
の
『
宋
版
磧
砂
大
蔵
経
』
第
一
一
一
四
冊
（
：
一
四

～
巴
心
）
所
収
本
を
、
『
面
然
餓
鬼
経
』
は
同
じ
く
第
一
三
冊
（
で
．
ｇ
△
）
所
収
本
を
用
い
た
。

○
原
文
の
文
字
の
校
勘
に
は
高
麗
蔵
本
に
拠
っ
て
い
る
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
一
冊
所
収
の
両
経
（
三
・
』
』
己
息
］
Ｌ
①
合
～

急
ｇ
及
び
Ｚ
。
・
一
四
一
一
コ
画
一
‐
急
、
の
～
念
①
す
）
を
使
用
し
、
【
校
注
】
と
し
て
原
文
の
後
に
付
録
し
た
。

○
原
文
は
当
用
漢
字
を
用
い
、
書
き
下
し
文
は
現
代
か
な
使
い
と
し
た
。

○
現
代
語
訳
は
直
訳
を
心
掛
け
た
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
〔
〕
で
適
宜
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

○
訳
注
作
業
に
際
し
て
は
段
落
分
け
を
行
い
、
担
当
者
に
割
り
当
て
て
訳
注
を
行
い
、
合
同
で
討
議
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
気

を
付
け
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
担
当
者
に
よ
り
訳
語
・
付
注
な
ど
に
若
干
の
差
異
が
存
し
て
い
る
。

○
注
に
引
用
し
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
出
の
箇
所
に
版
本
等
を
明
記
し
た
。
ま
た
大
正
大
蔵
経
・
大
日
本
続
蔵
経
（
卍
続
蔵
）

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
Ｔ
」
「
Ｚ
」
の
略
号
を
用
い
た
。
そ
の
他
の
略
号
は
次
の
通
り
。

『
中
村
』
Ⅱ
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
（
東
京
書
籍
）

『
広
説
』
Ⅱ
同
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
（
同
前
）

『
望
月
』
Ⅱ
望
月
信
亨
『
仏
教
大
辞
典
』
（
世
界
聖
典
刊
行
会
）

『
禅
学
』
Ⅱ
駒
沢
大
学
『
新
版
禅
学
大
辞
典
貝
大
修
館
書
店
）

○
こ
の
訳
注
は
『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
及
び
『
仏
説
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経
』
の
訳
注
を
「
原
文
」
「
校
注
」
「
書
き

下
し
文
」
「
語
注
」
「
口
語
訳
」
の
順
で
掲
載
し
、
両
経
の
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
に
上
段
を
『
焔
口
餓
鬼
経
』
、
下
段
を
『
面
然

餓
鬼
経
』
と
す
る
二
段
組
み
と
し
た
。

《
凡
例
》
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『
大
漢
和
』
Ⅱ
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』

○
読
書
会
に
参
加
し
て
原
稿
を
分
担
し
て
作
成
し
た
担
当
者
は
次
の
五
名
で
あ
る
。
（
会
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
今
年
度
も
玄
侑
宗
久

師
が
参
加
さ
れ
、
積
極
的
な
意
見
を
頂
蛾
し
た
。
）

朝
山
一
玄
・
徳
重
寛
道
・
並
木
優
記
・
野
口
善
敬
・
矢
多
弘
範
（
あ
い
う
え
お
順
）

『
岩
波
』
Ⅱ
岩
波
『
仏
教
辞
典
』

『
仏
光
』
Ⅱ
『
仏
光
大
辞
典
』
（
台
湾
仏
光
出
版
社
）

『
織
田
』
Ⅱ
織
田
得
能
『
仏
教
大
辞
典
』

8４



爾
時
世
尊
、
在
迦
砒
羅
城
尼
拘
律
那
僧
伽
藍
所
、

井
諸
菩
薩
無
数
衆
会
、
前
後
園
篭
而
為
説
法
。

爾
時
阿
難
独
居
静
処
、
念
所
受
法
。
即
於
其
夜
三

一
餓
鬼
名
日
焔
口
。
其
形
醜
随
、
身
体
枯
痩
、
口

（
Ｉ
）

如
針
鋒
、
頭
髪
鑑
乱
、
爪
牙
長
利
、
甚
可
怖
畏
。

（■

白
阿
難
言
、
却
後
一
二
日
、
汝
命
将
尽
、
即
便
生
阯

是
時
阿
難
聞
此
語
已
、
心
生
憧
怖
、
問
餓
鬼
言
、

餓
鬼
者
、
行
何
方
便
、
得
免
斯
苦
。

（
し
）

爾
時
餓
鬼
白
阿
難
曰
、
汝
於
明
日
、
若
能
布
施
一

恒
河
沙
数
餓
鬼
弁
百
千
婆
羅
門
仙
等
、
以
摩
伽
陀

各
施
一
斜
飲
食
、
井
及
為
我
供
養
三
宝
、
汝
得
増

於
餓
鬼
之
苦
、
得
生
天
上
。

阿
難
見
此
焔
口
餓
鬼
身
形
扇
痩
、
枯
樵
極
醜
、
口

（
九
）
（
一
○
）

如
針
鋒
、
頭
髪
髪
乱
、
爪
牙
長
利
、
又
聞
如
旱

甚
大
驚
怖
、
身
毛
皆
竪
。

『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』

【
原
文
】

｛
一
）

仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経

大
興
善
寺
三
蔵
沙
門
大
広
聟
小
空
奉
詔
訳

（
円
）

羅
城
尼
拘
律
那
僧
伽
藍
所
、
与
諸
大
比
丘〈
八
）

若
能
布
施
百
千
那
市
画
佗

、
以
摩
伽
陀
国
所
用
之
斜
、

宝
、
汝
得
増
寿
、
令
我
雛

口
中
火
然
、
咽

是
不
順
之
語
、

。
住
阿
難
前
、

（トハ）

此
餓
鬼
之
中
。

若
我
死
後
生

更
已
後
、
見

中
火
然
、
咽

爾
時
餓
鬼
報
阿
難
言
、
汝
於
晨
朝
、
若
能
布
施
百
千
那
由
他
恒

（』ハ）

河
沙
数
餓
鬼
弁
百
千
婆
羅
門
及
仙
人
等
、
以
摩
伽
陀
国
斜
、
各

施
一
斗
飲
食
、
井
及
為
我
供
養
三
宝
、
汝
得
増
寿
、
令
我
離
於

餓
鬼
之
苦
、
得
生
天
上
。

阿
難
見
此
面
然
餓
鬼
、
身
形
廟
痩
、
枯
樵
極
醜
、
面
上
火
然
、

（
七
）

其
咽
如
針
、
頭
髪
霊
乱
、
毛
爪
長
利
、
身
如
負
重
、
又
聞
如
是

（
八
）

不
順
之
塞
巾
、
甚
大
驚
怖
、
身
毛
皆
豊
。

『
仏
説
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経
』

【
原
文
】

（
一
）

仏
説
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経

唐
子
閥
三
蔵
実
叉
難
陀
訳

（一一）

爾
時
世
尊
、
在
迦
砒
羅
城
尼
倶
律
那
僧
伽
藍
所
、
与
諸
比
丘
井

令
二
（
四
）

諸
菩
薩
無
数
衆
生
。
周
市
園
邇
而
為
説
法
。

（
五
）

爾
時
阿
難
独
居
浄
処
、
一
心
繋
念
。
即
於
其
夜
三
更
之
後
、
見

一
餓
鬼
名
日
面
然
。
住
阿
難
前
、
白
阿
難
言
、
却
後
三
日
、
汝

命
将
尽
、
即
便
生
此
餓
鬼
之
中
。
是
時
阿
難
聞
此
語
己
、
心
生

憧
怖
、
問
餓
鬼
言
、
我
此
災
禍
、
作
何
万
計
、
得
免
斯
苦
。
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（
一
一
）

即
従
座
起
、
疾
至
仏
所
、
五
体
投
地
、
頂
礼
仏
足
、
身
体
顛
櫟
、

而
白
仏
言
、
願
救
我
苦
。
所
以
者
何
、
我
住
静
処
、
念
所
授
法
、

見
焔
口
餓
鬼
、
而
語
我
言
、
汝
過
三
日
、
必
当
命
尽
、
生
餓
鬼
中
。

我
即
問
言
、
云
何
令
我
得
免
斯
苦
。
餓
鬼
答
言
、
汝
今
若
能
施

（
一
一
一
）

於
百
千
那
由
佗
恒
河
沙
数
餓
鬼
及
百
千
婆
羅
門
仙
等
種
種
飲

食
、
汝
得
増
寿
。
世
尊
我
今
云
何
能
弁
若
干
餓
鬼
仙
人
等
食
。

爾
時
世
尊
告
阿
難
言
、
汝
今
勿
怖
。
我
有
方
便
、
令
汝
能
施
若

干
百
千
値
河
沙
餓
鬼
及
諸
婆
羅
門
仙
等
種
種
飲
食
。
勿
生
憂
悩
。

仏
告
阿
難
、
有
陀
羅
尼
、
名
曰
無
愚
威
徳
自
在
光
明
殊
勝
妙
力
。

（一一一一）

若
有
諦
此
陀
羅
尼
者
、
即
能
充
足
倶
砥
那
由
佗
百
干
恒
河
沙
数

餓
鬼
及
婆
羅
門
仙
等
上
妙
飲
食
、
如
是
等
衆
乃
至
二
皆
得
摩

伽
陀
国
所
用
之
斜
七
七
斜
食
。

（
一
四
）

阿
難
、
我
於
前
世
作
婆
羅
門
、
於
観
●
目
在
笠
口
薩
所
、
及
世
間
自

在
威
徳
如
来
所
、
受
此
陀
羅
尼
故
、
能
散
施
与
無
趾
餓
鬼
及
諸

仙
等
種
種
飲
食
、
令
諸
餓
鬼
解
脱
苦
身
、
得
生
天
上
。
阿
難
汝

今
受
持
、
福
徳
寿
命
皆
得
増
長
。

鯛
時
世
尊
即
為
阿
難
説
陀
羅
尼
曰
、

（
一
七
）
（
一
八
）

襲
藍
瀞
噸
錘
鯉
、
下
側
但
佗
睡
践
別
二

｛
凡
｝
卜
Ｃ
）
｛
二
・
）

卿
路
弓
枳
帝
二
崎

即
従
座
起
、
疾
至
仏
所
、
五
体
投
地
、
頂
礼
仏
足
、
身
心
戦
懐

而
白
仏
言
、
救
我
世
尊
、
救
我
善
逝
。
過
此
三
日
命
将
終
尽
。

昨
夜
見
一
面
然
餓
鬼
、
而
語
我
言
、
汝
於
三
日
、
必
当
命
尽
、

生
餓
鬼
中
。
我
即
問
言
、
以
何
方
計
、
得
免
斯
苦
。
餓
鬼
答
言
、

汝
若
施
於
百
千
那
由
他
恒
河
沙
数
餓
鬼
、
及
百
千
婆
羅
門
井
諸

仙
等
飲
食
、
汝
得
増
寿
。
世
尊
我
今
云
何
得
免
此
苦
。

鯛
時
世
尊
告
阿
難
言
、
汝
今
勿
怖
。
有
異
方
便
、
令
汝
得
施
如

是
餓
鬼
諸
婆
羅
門
及
仙
等
食
。
勿
生
憂
悩
。

仏
告
阿
難
、
有
陀
羅
尼
、
名
日
一
切
徳
光
無
量
威
力
。
若
有
調

此
陀
羅
尼
者
、
即
成
己
施
倶
砥
那
由
他
百
千
恒
河
沙
数
餓
鬼
、

及
六
十
八
倶
砥
那
由
他
百
千
婆
羅
門
井
諸
仙
等
前
、
各
有
摩
伽

（
九
）

陀
斜
四
斜
九
斗
飲
食
。

仏
告
阿
難
、
我
於
前
世
曾
為
婆
羅
門
時
、
於
観
世
音
菩
薩
及
世

間
自
在
徳
力
如
来
所
、
受
此
陀
羅
尼
。
我
当
以
此
陀
羅
尼
力
便

得
具
足
施
於
無
量
無
数
餓
鬼
及
婆
羅
門
井
仙
等
食
。
以
我
施
諸

餓
鬼
食
故
、
捨
離
此
身
、
得
生
天
上
。
阿
難
、
汝
今
受
持
此
陀

羅
尼
、
当
自
護
身
。

即
説
呪
日
、

（
一
○
）

那
麿
薩
縛
無
可
反
、
下
同
但
他
掲
多
去
由
、
呼
縛
路
枳
帝
一
（
噸
〉

8６



南
謨
多
宝
如
来

愛識櫻埣四熱彌帝一応一鉢曝一一一鐸部引唾嚥但襲二台蛙慨佗引

列一一一一一一一一一一一逢舸一晩一鵬一一一敗鱗一昨兆一一醍
仏
告
阿
難
、
若
有
善
男
子
善
女
人
、
欲
求
長
寿
福
徳
増
栄
、
速

能
満
足
檀
波
羅
蜜
、
毎
於
晨
朝
及
一
切
時
、
悉
無
障
磯
、
取
一

（
二
九
）

（
三
○
）

｛一・一一｝

浄
器
、
盛
以
浄
水
、
置
少
飲
麩
及
諸
餅
餅
等
、
以
右
手
按
器
、

（一一一一一）

諦
前
陀
羅
尼
満
七
編
、
然
後
称
四
如
来
名
号
。

（『一一『一一〉

由
称
多
宝
如
来
名
号
加
持
故
、
能
破

（
四
一
）

（
四
二
）

悪
業
、
罪
障
消
滅
、
即
得
福
徳
円
満
。

（
四
三
）

蛎
峡
野
二

南
謨
広
博
身
如
来

曇
謨
引
婆
識
嚇
帝
掴
尾
術
騨
識
塒
へ
一
担
嚥
一
一
蝿
非

冗
式
）

鰄繩馴紬鰕洲緋素噌蕊楡一引蠅樫佗訓諭離野一一玉一
由
称
妙
色
身
如
来
名
号
加
持
故
、
能
破
諸
鬼
醜
晒
悪
形
、
即
得

（
六
Ｃ
）

閉
山
称
広
榑
身
如
来
名
号
加
持
故
、
能
令
諸
鬼
咽
喉
寛
大
、
所
施

色
相
具
足
。

（
五
二
）

之
食
、
窓
意
充
飽
。

（
三
九
）
－

睡
暖
３

野
二

能
破
一
切
諸
鬼
多
生
已
来
樫
倍

（
五
八
）
－

野
但
佗
３

一一一上関下側敗碑褐反、下向畷三敗曝二虚朧一一隼、四一一
（
一
一
一
）

つ
五
）

仏
二
口
、
阿
難
、
若
欲
作
此
施
食
法
者
、
先
取
飲
食
安
置
浄
盤
器
中
、

諭
此
陀
羅
尼
呪
、
呪
食
七
遍
、
於
門
内
立
、
展
臂
戸
外
、
置
盤

（
一
一
ハ
）

浄
地
、
弾
指
七
下
。
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（
七
四
）

阿
難
、
若
有
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
、
常
以
此
真
一
一
一
一
口
及
四

（
七
五
）

如
来
名
号
加
持
食
施
餓
鬼
、
便
能
具
足
無
量
福
徳
、
則
同
供
養

百
千
倶
砥
如
来
功
徳
等
無
差
別
、
寿
命
延
長
、
増
益
色
力
、
善

根
具
足
、
一
切
非
人
、
夜
叉
羅
刹
、
諸
悪
鬼
神
、
不
敢
侵
害
。

又
能
成
就
無
量
福
徳
寿
命
。

（
七
六
）

若
欲
施
諸
婆
羅
門
仙
等
、
以
浄
飲
食
満
盛
一
器
、
即
以
前
真
二
同

（
七
七
）

（
七
八
）

加
持
一
一
七
偏
、
投
於
浄
流
水
市
下
。
如
是
作
已
、
即
為
以
天
諸
美

（
七
九
）

妙
飲
食
、
供
養
百
千
倶
砥
恒
河
沙
数
婆
羅
門
仙
。
彼
諸
仙
人
得

（
八
○
）

加
持
食
故
、
以
呪
威
徳
、
各
各
成
就
根
本
所
願
諸
善
功
徳
、
各

斜
食
。
錘

於
天
上
。

（
六
八
）
（
六
九
）

仏
生
口
阿
難
、
若
族
姓
子
等
、
称
四
如
来
名
号
加
持
巳
、
弾
指
七

（
七
○
）

編
、
取
於
食
器
於
浄
地
上
、
展
臂
潟
之
。
作
此
施
己
、
於
其
四

（
七
一
）

（
七
二
）

万
有
百
千
那
市
山
佗
恒
河
沙
数
餓
鬼
、
前
各
各
有
摩
伽
陀
国
七
七

（
七
三
）

斜
食
。
受
此
食
己
、
悉
皆
飽
満
。
是
諸
鬼
等
、
悉
捨
鬼
身
、
生

減
、
雛
餓
鬼
趣
。

由
称
離
怖
畏
如
来
名
号
加
持
故
、
能
令
諸
鬼
一
切
恐
怖
悉
皆
除

（
一
ハ
ー
）

南
謨
離
怖
畏
如
来

（六や）

襲
謨
婆
去
勢

》準麟一列雌一一

（へ。今．）

識
嚇
帝
・
阿
上
婆
氏
孕
迦
嚥
峅
塑
雌
怪
佗
鰈

復
言
、
阿
難
、
若
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
、
若
能
常
調
此

陀
羅
尼
井
奉
飲
食
、
即
為
具
足
無
量
功
徳
、
命
得
延
長
、
即
成

供
養
百
千
倶
砥
如
来
功
徳
、
顔
色
鮮
潔
、
威
徳
強
記
、
一
切
非

人
歩
多
鬼
等
、
夜
叉
羅
刹
井
諸
餓
鬼
、
皆
畏
是
人
、
心
不
忍
見
。

是
人
即
為
成
就
具
足
大
力
勤
進
。

復
言
、
阿
難
、
若
欲
施
婆
羅
門
及
仙
食
者
、
当
取
飲
食
満
置
鉢

中
、
論
此
陀
羅
尼
呪
、
呪
食
七
遍
、
（
鯨
流
水
中
、
具
足
奉
献
無

量
倶
胆
百
千
恒
河
沙
数
婆
羅
門
及
諸
仙
等
、
如
天
飲
食
。
其
婆

羅
門
井
仙
人
等
、
喫
此
食
已
、
諸
根
具
足
、
円
満
吉
祥
、
各
発

作
此
施
已
、
於
其
四
方
、
有
百
千
倶
砥
那
由
他
恒
河
沙
数
餓
鬼
、

（
一
七
）

於
一
一
餓
鬼
前
、
各
有
摩
伽
陀
斜
四
鯛
九
斗
飲
食
、
如
是
鬼
等

遍
皆
飽
満
。
是
諸
餓
鬼
、
喫
此
食
己
、
悉
臘
魁
身
、
尽
得
生
天
。
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（
八
二
（
八
二
）

各
同
時
発
誓
願
一
口
、
願
施
食
人
寿
命
延
長
、
色
力
安
楽
。
又
令

其
人
心
所
見
聞
、
正
解
清
浄
、
具
足
成
就
梵
天
威
徳
、
行
梵
天

（
八
三
）

行
。
又
同
供
養
百
千
恒
河
沙
如
来
功
徳
、
一
切
怨
醗
不
能
侵
宝
ロ
。

若
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
、
若
欲
供
養
仏
法
僧
宝
、
応
以

（
八
四
）

（
八
五
）

香
華
及
浄
飲
食
、
以
前
真
一
一
一
一
百
加
持
二
十
一
偏
、
奉
献
一
一
一
宝
。
是

（
八
六
）

（
八
七
）

善
男
子
及
善
女
人
、
則
成
以
天
鯖
欝
上
味
、
奉
献
供
養
満
十
方

（
八
八
）

世
界
仏
法
僧
宝
、
亦
為
讃
歎
勧
請
随
喜
功
徳
、
恒
為
諸
仏
憶
念

称
讃
、
諸
天
善
神
恒
来
擁
護
、
即
為
満
足
檀
波
羅
蜜
。

阿
難
、
汝
随
我
語
、
如
法
修
行
、
広
宣
流
布
、
令
諸
衆
生
普
得

見
聞
、
獲
無
量
福
。
是
名
救
畑
口
餓
鬼
及
苦
衆
生
陀
羅
尼
経
。

以
是
名
字
、
汝
当
奉
持
。

一
切
大
衆
及
阿
難
等
、
聞
仏
説
已
、
一
心
信
受
、
歓
喜
奉
行
。

（
八
九
）

仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経

【
校
注
】

（
二
大
興
Ⅱ
大
正
蔵
は
こ
の
上
に
「
開
府
儀
同
三
司
特
進
試
鴻
臘

卿
粛
国
公
食
邑
三
千
戸
賜
紫
贈
司
空
議
大
霧
正
号

大
広
智
」
の
三
十
一
字
有
り
。

（
二
）
大
広
智
Ⅱ
大
正
蔵
に
こ
の
三
字
無
し
。

其
願
、
讃
歎
施
人
。
其
施
食
人
、
心
得
清
浄
、
而
便
疾
証
梵
天

威
徳
、
常
修
浄
行
、
具
足
成
就
供
養
百
千
倶
胆
恒
河
沙
数
如
来

功
徳
、
於
諸
怨
敵
而
常
得
勝
。

若
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
、
若
欲
供
養
一
切
三
宝
、
応

当
具
弁
香
華
飲
食
、
論
此
陀
羅
尼
呪
、
呪
所
施
食
及
香
華
等

二
十
一
通
、
供
養
三
宝
。
此
善
男
子
善
女
人
等
、
具
足
成
就
諸

天
妙
供
及
無
上
供
、
尊
重
讃
歎
一
切
如
来
、
刹
土
三
宝
、
諸
仏

憶
念
、
称
揚
讃
歎
、
諸
天
擁
護
。

仏
言
、
汝
去
、
阿
難
。
当
自
護
身
、
井
及
広
為
諸
衆
生
説
、
令

諸
衆
生
成
就
具
足
無
量
功
徳
、
所
生
之
世
、
常
値
百
千
倶
砥
諸

仏
。

（
二
○
）

仏
説
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
経

－、￣、￣、グー、

四三二
、－ジ、－=、‐〆、＝ン

【
校
注
】
大
正
蔵
は
「
経
」
の
下
に
「
一
巻
」
の
二
字
あ
り
。

砒
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
毘
」
に
作
る
。

市
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
匝
」
に
作
る
。

選
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
綴
」
に
作
る
。
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（一一一）

（
四
）

（
五
）

（一ハ）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

二
○
）

（
一
一
）

（
一
一
一
）

（一一一一）

二
四
）

二
五
）

（
一
一
ハ
）

二
七
）

二
八
）

二
九
）

（
二
○
）

（
一
一
一
）

（一一一一）

（一一一一一）

（
二
四
）

（
二
五
）

（一一一ハ）

砒
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
毘
」
に
作
る
。

拘
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
倶
」
に
作
る
。

窯
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
蓬
」
に
作
る
。

此
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
於
」
に
作
る
。

日
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
言
」
に
作
る
。

佗
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
他
」
に
作
る
。

率
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
蓬
」
に
作
る
。

爪
牙
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
毛
爪
」
に
作
る
。

顔
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
戦
」
に
作
る
。

佗
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
他
」
に
作
る
。

佗
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
他
」
に
作
る
。

自
在
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
世
音
」
に
作
る
。

愛
莫
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
那
謨
」
に
作
る
。

無
可
反
下
同
Ⅱ
大
正
蔵
に
こ
の
五
字
無
し
。

佗
婆
路
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
他
蘂
多
」
に
作
る
。

引
一
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
引
」
に
作
る
。

路
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
虜
」
に
作
る
。

駁
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
婆
」
に
作
る
。

羅
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
畷
」
に
作
る
。

去
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

;’二引
三’１１１

１１大大
大正正
正蔵蔵
蔵にＩこ
に無無
無しし
し｡｡
。

三
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
参
」
に
作
る
。

￣、￣、グー、￣、

二

○九八七
、-〆～グ～〆￣〆

￣、戸一、

六五
、￣－－

〆■、

一

四
～＝

（
五
）

（一ハ）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

二
○
）

（
’
一
）

（
一
一
一
）

（一一一一）

繁
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
計
」
に
作
る
。

斜
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
斗
」
に
作
る
。

単
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
蓬
」
に
作
る
。

蜜
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
竪
」
に
作
る
。

斜
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
斗
」
に
作
る
。

呼
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
呼
之
」
に
作
る
。

嘘
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

褐
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
栂
」
に
作
る
。

畔
Ⅱ
底
本
は
左
側
部
分
が
不
鮮
明
で
あ
る
が
「
許
」
に
似
る
。

今
回
は
大
正
蔵
に
拠
り
「
件
」
に
改
め
た
。

二
合
三
Ⅱ
底
本
は
「
三
合
二
」
に
作
る
が
明
ら
か
に
誤
り
な
の

で
、
大
正
蔵
に
拠
り
「
二
合
三
」
に
改
め
た
。

盤
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
薬
」
に
作
る
。

下
Ⅱ
底
本
は
「
Ｔ
」
に
見
え
る
が
欠
画
で
あ
る
。
大
正
蔵
に
拠
っ

て
「
下
」
に
改
め
た
。

斜
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
斗
」
に
作
る
。

鬼
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
虚
」
に
作
る
。

潟
Ⅱ
底
本
は
「
蔦
」
に
作
る
が
、
大
正
蔵
の
「
潟
」
に
拠
っ
た
。

経
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
神
呪
経
」
に
作
る
。
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〈
二
七
）

（
二
八
）

（
二
九
）

（
三
○
）

（一一一一）

（一一一一一）

（一一一一一一）

（
三
四
）

（
三
五
）

（
一
一
エ
ハ
）

（
三
七
）

（
三
八
）

（
三
九
）

（
四
○
）

（
四
二

（
四
二
）

（
四
三
）

（
四
四
）

（
四
五
）

（
四
六
）

（
四
七
）

（
四
八
）

（
四
九
）

野
但
佗
引
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
但
他
」
に
作
る
。

婆
唆
引
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
寧
多
」
に
作
る
。

野
二
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
也
」
に
作
り
、
下
に
「
此
云
多
宝
如
来
」
と

按
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
加
」
に
作
る
。

偏
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
週
」
に
作
る
。

南
謨
多
宝
如
来
Ⅱ
大
正
蔵
に
こ
の
六
字
無
し
。

飲
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
飯
」
に
作
る
。

酢
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
食
」
に
作
る
。

引
四
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

畷
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
多
」
に
作
る
。

去
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

罪
障
消
滅
Ⅱ
大
正
蔵
に
こ
の
四
字
無
し
。

得
Ⅱ
底
本
は
「
徳
」
に
作
る
が
、
大
正
蔵
に
拠
っ
て
改
め
る
。

南
謨
妙
色
身
如
来
Ⅱ
大
正
蔵
に
こ
の
七
字
無
し
。

愛
護
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
南
縛
」
に
作
る
。

縛
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
噂
」
に
作
る
。

三
敗
羅
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
参
婆
畷
」
に
作
る
。

二
合
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

播
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
波
」
に
作
る
。

野
但
佗
引
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
耶
但
他
」
に
作
る
。

野
二
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
也
」
に

い
う
六
字
の
割
り
注
有
り
。

｜
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

二
合
Ⅱ
大
正
蔵
は
こ
の
下
に
「
枳
嬢
二
合
」
の
四
字
有
り
。

Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。
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（
六
八
）

（
六
九
）

〈
六
○
）

〈
一
ハ
ー
）

（一ハーー）

（一ハーーー）

（
六
四
）

（
六
五
）

（一ハーハ）

（
六
七
）

（
五
七
）

（
五
八
）

（
五
九
）

（
五
二
）

〈
五
三
）

（
五
四
）

（
五
五
）

（
五
六
）

（
五
○
）

（
五
二

引
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

野
但
佗
去
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
也
但
他
」
に
作
る
。

要
畷
引
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
蕊
多
」
に
作
る
。

野
二
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
也
」
に
作
り
、
「
二
」
の
替
わ
り
に
「
此
云
離

怖
畏
如
来
」
の
七
字
の
割
り
注
有
り
。

姓
子
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
姓
善
男
子
」
に
作
る
。

称
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
既
称
」
に
作
る
。

一去
'１１１

大大
正正
蔵蔵
にＩこ

無無
しし
。。

南
謨
離
怖
畏
如
来
Ⅱ
大
正
蔵
に
こ
の
七
字
無
し
。

に
「
此
云
広
博
身
如
来
」
の
七
一

樽
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
博
」
に
作
る
。

二
合
引
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
二
合
」
に
作
る
。

野
但
佗
引
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
也
但
他
」
に
作
る
。

嬰
悠
野
二
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
蕊
多
也
」
に
作
り
、
「
二
」
の
替
わ
り

に
「
此
云
広
博
身
如
来
」
の
七
字
の
割
り
注
有
り
。

字
が
本
文
と
し
て
入
っ
て
い
る
。

一
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

補
羅
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
鉢
麗
二
合
」
に
作
る
。

引
Ⅱ
大
正
蔵
に
こ
の
字
は
無
く
、
替
わ
り
に
「
擬
華
多
」
の
三

二
Ⅱ
大
正
蔵
に
は
こ
の
字
が
無
く
、
替
わ
り
に
「
此
云
南
無
妙

色
身
如
来
」
の
九
字
の
割
り
注
有
り
。

南
謨
広
博
身
如
来
Ⅱ
大
正
蔵
に
こ
の
七
字
無
し
。

引
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

路
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
畷
」
に
作
る
。
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￣、￣、￣■ヘダー、￣、￣、￣民一再ニー、￣、￣■￣へ－、￣、￣、

八八八八八八八八八八七七七一七七七
九八七六五四三二一○九八七六五四
一〆－〆￣〆～ン－〆￣〆￣〆～〆、－〆～〆、－ン、￣、￣､￣、－〆、－〆

（
七
○
）

（
七
二

（
七
二
）

（
七
三
）

各
各
有
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
各
有
」
に
作
る
。

編
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
週
」
に
作
る
。

佗
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
他
」
に
作
る
。

寿
命
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
令
寿
」
に
作
る
。

呪
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
密
言
」
に
作
》

施
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
是
」
に
作
る
。

真
言
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
密
言
」
に
搾

偏
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
週
」
に
作
る
。

諸
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
仙
」
に
作
る
。

施
餓
鬼
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
施
鬼
」
に
作
る
。

真
言
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
密
言
』
に
作
る
。

等
悉
Ⅱ
底
本
は
「
悉
等
」
に
作
る
が
、

い
の
で
、
大
正
蔵
に
拠
っ
て
改
め
た
。

真
言
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
密
言
」
に
作
る
。

鯖
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
鰯
」
に

世
界
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
界
」

仏
説
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

真
言
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
密
言
」
に
作
る
。

偏
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
週
」
に
作
る
。

怨
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
宛
」
に
作
る
。

飲
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
之
」
に
作
る
。

呪
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
密
言
一
に
作
る
。

及
Ⅱ
大
正
蔵
に
無
し
。

に
作
る
。

臼
に
作
る
。

四
字
句
と
し
て
切
れ
な
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と
ど

も
う

き
や
く
ご
《
川
〉

阿
難
の
前
に
住
ま
り
、
阿
難
に
白
し
て
言
う
、
「
却
後
一
二
日
に

す
な
わ

Ｉ
し
て
、
汝
の
命
将
に
尽
き
て
、
即
便
ち
此
の
餓
鬼
の
中
に
生
ぜ

お

ん
」
と
。
是
の
時
、
阿
難
、
此
の
語
を
聞
き
己
わ
ｈ
ソ
て
、
心
に

こ
う
ふ
（
肺
）

憧
怖
を
生
じ
、
餓
鬼
に
間
い
て
一
一
口
う
、
「
若
し
我
れ
死
後
に
餓

（
〃
）

一
」

鬼
に
生
ぜ
ん
と
な
ら
ば
、
何
の
方
便
を
行
わ
ぱ
、
斯
の
苦
を
免

す
る
ど

利
く
、
甚
だ
怖
畏
す
可
’
し
。

【
書
き
下
し
文
】

》
《
つ
せ
つ
ぐ
ば
つ
え
ん
く
が
ざ
だ
ら
に
■
よ
っ

仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経

薄
い
こ
う
ぜ
ん
じ
（
１
）

ふ
く
う
Ｚ

大
興
善
寺
の
一
二
蔵
沙
門
、
大
広
智
不
空
、
詔
を
奉
じ
て
訳
す

そ
か
び
ら
じ
よ
う
（
釦
）
に
く
り
つ
な
（
１
ぞ
う
が
ら
ん
｛
旦

爾
の
時
、
世
尊
、
迦
砒
羅
城
の
尼
拘
律
那
僧
伽
藍
所
に
在
っ
て
、

な
ら

諾
も
ろ
の
大
比
丘
井
ぴ
に
諸
も
る
の
菩
薩
、
無
数
の
衆
と
〈
玄
し
、

い
に
ょ
う

前
後
圃
遺
せ
ら
れ
て
為
に
説
法
す
。

そ
じ
よ
う
し
よ
（
辿

爾
の
時
、
阿
難
、
静
処
に
独
居
し
、
受
く
る
所
の
法
を
念
ず
。

さ
ん
こ
う
（
７
）

（
Ｈ
》
あ
ら

即
ち
其
の
夜
の
二
一
更
已
後
に
於
い
て
、
｜
餓
鬼
見
わ
る
、
名
づ

え
ん
く
（
Ｍ
｝

し
今
つ
ろ
う
〈
川
）

こ
そ
う
（
Ⅲ
）

け
て
焔
口
と
曰
う
。
其
の
形
醜
晒
に
し
て
、
身
体
枯
痩
し
、
口

も
の
ど
（
に
）

は
う
（
い
）
そ
う
が
（
Ｍ
）

中
に
火
然
え
、
咽
、
針
鋒
の
如
く
、
頭
髪
素
乱
し
、
爪
牙
長
く

そ
も
う

爾
の
時
、
餓
鬼
、
阿
難
に
白
し
て
曰
く
、
「
汝
、
明
日
に
於
い
て
、

な
ゆ
た
（
Ⅱ
ご
う
が
し
や
｛
川
）

若
し
能
／
、
百
千
那
由
佗
恒
河
沙
数
の
餓
鬼
、
井
び
に
百
千

る
る
こ
と
を
得
ん
や
」
と
。

そ
（
７
）

爾
の
時
、
餓
鬼
、
阿
難
に
報
じ
て
一
一
口
う
、
「
汝
、
晨
朝
に
於
い
て
、

な
ゆ
た
ご
う
が
し
や

若
し
能
／
、
百
千
那
由
他
恒
河
沙
数
の
餓
鬼
、
井
び
に
百
千
婆
羅

と
ど

も
う

阿
難
の
前
に
住
ま
ｈ
ソ
て
、
阿
難
に
白
し
て
言
う
、
「
却
後
一
一
一
日

す
な
わ

に
し
て
、
汝
の
命
将
に
尽
き
、
即
便
李
っ
此
の
餓
鬼
の
中
に
生
ぜ

お
こ
う
ふ

ん
」
と
。
是
の
時
阿
難
、
此
の
語
を
聞
き
己
わ
胴
ソ
、
心
に
慢
怖

を
生
じ
て
、
餓
鬼
に
問
い
て
言
う
、
「
我
が
此
の
災
禍
、
何
の

ほ
う
け
（
冊
）

Ｐ
」

方
計
を
作
さ
ば
、
斯
の
苦
を
免
る
る
一
」
と
を
得
ん
や
」
と
。

【
書
き
下
し
文
】

ぶ
つ
せ
つ
ぐ
め
ん
い
ん
が
き
だ
ら
に
じ
ん
し
ゆ
き
よ
う

仏
説
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経

う
て
ん
（
１
）

じ
っ
し
ゃ
な
ん
鱈
（
凶
）

唐
の
干
闘
の
一
二
蔵
、
実
叉
難
陀
訳
す

そ
か
び
ら
じ
よ
う
に
く
り
つ
な
そ
う
が
ら
ん

爾
の
時
、
世
尊
、
迦
砒
羅
城
の
尼
倶
律
那
僧
伽
藍
所
に
在
り
て
、

と
も

諸
も
る
の
比
丘
弁
び
に
諸
も
る
の
菩
薩
、
無
数
の
衆
生
と
与
な

し
ゆ
う
そ
う
い
に
ょ
う

り
。
周
市
圃
選
せ
ら
れ
て
為
に
説
法
す
。

そ
（
邪
）

け
ぬ
ん
（
４
）

爾
の
時
、
阿
難
、
浄
処
に
独
居
し
、
一
心
に
繋
念
す
る
に
、
即

あ
ら

ち
其
の
夜
の
一
二
更
の
後
に
於
い
て
、
一
餓
鬼
見
わ
る
、
名
づ
け

め
ん
わ
ん
（
５
）

て
面
然
と
日
う
。
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阿
難
、
此
の
焔
口
餓
鬼
仇
射
勝
離
騨
凹
、
枯
鱒
し
て
極
め
て

も
の
ど

醜
く
、
口
中
に
火
然
え
、
咽
、
針
鋒
の
如
く
、
頭
髪
案
乱
し
、

す
る
ど

か
（
郡
）

爪
牙
長
く
利
き
を
見
、
又
た
是
く
の
如
き
不
順
の
垂
叩
を
聞
き
、

は
な
は

だ

甚
大
だ
驚
怖
し
、
身
毛
皆
な
堅
つ
。

（
却
）
｛
即
）

窪
が
だ
（
馨

の
婆
羅
門
・
仙
等
に
布
施
す
う
。
に
、
摩
伽
陀
国
に
て
用
う
う
Ｃ
所

ま
ず
（
割
）

こ
ぐ
お
ん
じ
き

な
ら

の
斜
を
以
て
ｌ
」
て
、
各
お
の
一
斜
の
飲
食
を
施
し
、
井
及
び
に

ざ
ん
ぼ
う

い
の
ち

え

我
が
為
に
二
一
宝
に
供
養
せ
ぱ
、
汝
、
寿
を
増
す
こ
と
を
得
、
我

を
し
て
餓
鬼
の
苦
を
離
れ
、
天
上
に
生
ず
る
こ
と
を
得
し
め
ん
」

と
（
ｍ
）

即
ち
座
従
ｈ
ソ
起
ち
て
、
疾
く
仏
の
所
に
至
ｈ
ソ
、
五
体
役
地
し
て
、

（
洲
）

せ
ん
り
つ
（
割
）

も
う

仏
足
を
頂
礼
し
、
身
体
顕
懐
し
て
、
仏
に
白
し
て
一
三
口
う
、
「
願

い
か
ん

わ
く
は
我
が
苦
を
救
い
た
ま
え
。
所
以
は
何
と
な
れ
ば
、
我
、

と
ど

静
処
に
住
ま
り
て
、
授
か
る
所
の
法
を
念
ず
プ
○
に
、
焔
口
餓
鬼

あ
ら

つ
か
な
ら

見
わ
れ
て
、
我
に
語
げ
て
言
う
、
『
汝
、
一
二
日
を
過
ぎ
て
、
必
当

ず
命
尽
き
て
、
餓
鬼
の
中
に
生
ぜ
ん
』
と
。
我
即
ち
間
い
て
言
う
、

い
か
ん

》
」

『
云
何
が
我
を
し
て
斯
の
苦
を
免
ろ
ろ
こ
と
を
得
し
め
ん
』
と
。

な
ゆ
た
こ
う
が
し
や

餓
鬼
答
え
て
言
う
、
『
汝
く
う
若
し
能
く
百
千
那
由
佗
恒
河
沙
数

お
ん
じ
き

の
餓
鬼
及
び
百
千
の
婆
羅
門
・
仙
等
に
種
種
の
飲
食
奉
已
施
当
ご
ぱ
、

０戸）◎

ま
が
だ
ま
す

門
、
及
び
仙
人
等
に
布
施
す
う
◎
に
、
摩
伽
陀
国
の
斜
を
以
て
、

な
ら

各
お
の
一
斗
の
飲
食
を
施
し
、
弁
及
び
に
我
が
為
に
一
二
宝
に
供

い
の
ち

え

養
せ
ば
、
汝
、
寿
を
増
す
こ
し
」
を
得
、
我
を
し
て
餓
鬼
の
苦
を

離
れ
、
天
上
に
生
ず
る
こ
と
を
得
し
め
ん
」
と
。

し
ん
ざ
よ
る
る
い
そ
う

阿
難
、
此
の
面
然
餓
鬼
の
、
身
形
扇
痩
Ｉ
し
、
枯
樵
し
て
極
め
て

も
の
ど

醜
く
く
Ⅱ
し
て
、
面
上
に
火
然
え
、
其
の
咽
、
針
の
如
く
し
て
、

〈
Ｈ
）
す
る
ど

お
も
に

頭
髪
衆
乱
し
、
毛
爪
長
／
、
利
く
し
て
、
身
童
を
負
う
が
如
き
を

み
か

は
な
は
だ

見
、
又
た
是
く
の
如
き
不
順
の
語
を
聞
雪
Ｃ
、
甚
大
だ
驚
怖
し
て
、

た

身
毛
皆
な
豊
つ
。

と

即
ち
座
従
り
起
ち
て
、
疾
く
仏
の
所
に
至
り
、
五
体
役
地
し
て
、

せ
ん
り
つ

も
う

仏
足
を
頂
礼
し
、
身
心
戦
櫟
し
て
、
仏
に
白
し
て
言
う
、
「
我

ぜ
ん
ぜ
い
（
‘
）

を
救
い
た
ま
』
え
世
尊
よ
。
我
を
救
い
た
ま
え
善
逝
よ
・
此
れ
を

い
の
ち
ま
さ

過
ぐ
る
こ
と
一
二
日
に
し
て
命
将
に
終
尽
せ
ん
と
す
。
昨
夜
、
一

あ
ら

つ

面
然
餓
鬼
見
わ
れ
て
、
我
に
語
げ
て
言
う
、
『
汝
、
二
一
日
に
於

か
な
ら

い
て
必
当
ず
命
尽
妻
巨
、
餓
鬼
の
中
に
生
ぜ
ん
』
と
。
我
即
ち
問

｝
』

い
て
一
一
口
う
、
『
何
の
方
計
を
以
て
、
斯
の
苦
を
免
ろ
る
こ
と
を

な
ゆ
た
ご
う
が

得
ん
や
』
と
。
餓
鬼
答
え
て
一
一
口
う
、
『
汝
若
し
百
千
那
由
他
恒
河

し
や

お
ん
じ
ぎ

沙
数
の
餓
鬼
及
び
百
千
婆
羅
門
、
井
び
に
諸
仙
等
に
飲
食
を
施
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い
か
ん

汝
、
寿
を
増
す
こ
と
を
得
ん
』
と
。
世
尊
よ
、
我
今
、
云
何
が

能
く
若
干
の
餓
鬼
・
仙
人
等
の
食
を
弁
ぜ
ん
」
と
。

そ
お
ぞ

爾
の
時
、
世
尊
、
阿
難
に
告
げ
て
一
一
口
う
、
「
汝
今
、
怖
る
る
こ

と
勿
か
れ
・
我
に
方
働
有
り
、
汝
を
し
て
能
く
若
干
百
千
恒
河

沙
の
餓
鬼
及
び
諸
も
る
の
婆
羅
門
・
仙
等
に
種
種
の
飲
食
を
施

さ
し
め
ん
。
憂
悩
を
生
ず
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。

む
り
よ
ろ
い
と
く
じ

仏
、
阿
難
に
告
ぐ
、
「
陀
羅
尼
有
ｈ
ソ
、
名
づ
け
て
『
無
量
威
徳
自

ざ
い
こ
う
み
よ
う
し
ゆ
し
よ
う
み
ょ
う
り
ｓ

在
光
明
殊
勝
妙
力
』
と
曰
う
。
若
し
此
の
陀
羅
尼
を
論
す
ｚ
》

者
有
ら
ぱ
、
即
ち
能
く
倶
燭
那
由
佗
百
千
恒
河
沙
数
の
餓
鬼

か

及
び
婆
羅
門
・
仙
等
に
上
妙
の
飲
食
を
充
足
Ｉ
」
、
是
く
の
如
き

ま
す

等
の
衆
、
乃
至
一
一
皆
な
摩
伽
陀
国
に
て
用
う
る
所
の
斜
ｊ
四
〕
て

こ
く

七
七
斜
の
食
圭
年
一
得
ん
。

阿
難
よ
、
我
、
前
世
に
於
い
て
婆
羅
門
と
作
り
し
と
き
、
観
自

在
菩
戯
の
所
、
及
び
世
間
自
在
威
徳
如
絢
の
所
に
於
い
て
、
此

の
陀
羅
尼
を
受
く
る
が
故
に
、
能
く
散
じ
て
無
量
の
餓
鬼
及
び

諸
仙
等
に
種
種
の
飲
食
を
施
与
し
、
諸
も
る
の
餓
鬼
を
し
て
苦

身
を
解
脱
し
、
天
上
に
生
ず
る
こ
と
を
得
し
む
。
阿
難
よ
、
汝

今
受
持
せ
ぱ
、
福
臓
寿
命
、
皆
な
増
長
す
る
こ
と
を
得
ん
」
と
。

さ
ば
、
汝
、
寿
を
増
す
こ
と
を
得
ん
』
と
。
世
尊
よ
、
我
今
、

い
か
ん

云
何
が
此
の
苦
を
免
る
こ
と
を
得
ん
」
と
。

そ
お
そ

爾
の
時
、
世
尊
、
阿
難
に
告
げ
て
一
一
一
回
う
、
「
汝
今
、
怖
ろ
る
こ

か

と
勿
か
れ
。
異
方
便
有
り
、
汝
を
し
て
是
く
の
如
き
餓
鬼
、
藷

も
ろ
の
婆
羅
門
及
び
仙
等
に
食
を
施
す
こ
と
を
得
し
め
ん
。
憂

悩
を
生
ず
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。

い
つ
尊
い
と
つ
こ
う
む

仏
、
阿
難
に
上
口
ぐ
、
「
陀
羅
尼
有
り
、
名
づ
け
て
『
一
切
徳
光
無

ｂ
よ
う
い
り
■

量
威
力
』
と
日
う
。
若
し
此
の
陀
羅
尼
を
諭
す
ろ
者
有
ら
ぱ
、

即
ち
倶
砥
那
由
他
百
千
恒
河
沙
数
の
餓
鬼
及
び
六
十
八
倶
砥
那
お

由
他
百
千
の
婆
羅
門
、
井
び
に
諸
仙
等
に
施
す
こ
と
を
成
じ
巳

ま
す

こ
く

わ
り
、
前
に
各
お
の
摩
伽
陀
の
斜
に
て
四
餅
九
斗
の
飲
食
有
ら

ん
」
と
。

た

仏
、
阿
難
に
止
口
ぐ
、
「
我
、
前
世
に
於
い
て
曾
て
婆
羅
門
為
り

し
時
、
観
世
音
菩
薩
及
び
世
間
自
在
徳
力
如
来
の
所
に
於
い
て
、

此
の
陀
羅
尼
を
受
く
。
我
当
に
此
の
陀
羅
尼
の
力
を
以
て
、
便

ち
無
量
無
数
の
餓
鬼
及
び
婆
羅
門
、
弁
ぴ
に
仙
等
に
食
を
施
す

う

｝
」
と
を
具
足
す
る
を
得
。
我
、
諸
も
る
の
餓
鬼
に
食
を
施
す
を

以
て
の
故
に
、
此
の
身
を
捨
離
し
て
、
天
上
に
生
ず
る
こ
と
を

う

得
。
阿
難
よ
、
汝
今
、
此
の
陀
羅
尼
を
受
持
し
、
当
に
自
ら
身
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ナ
ウ
ボ
ミ
ロ
ウ
シ
キ
シ
ン
ニ
ョ
ラ
イ
（
脚
）

南
謨
妙
色
身
如
来

騨
灘
一
鶏
揮
）
・
識
騨
薇
刷
一
鉢
鶴
一
へ
“
・
柵
Ｉ
峻

曝
担
曇
へ
”
す
．
聯
低
価
解
・
簿
麟
Ⅷ
～
野
；

ア
ラ
タ
ン
ナ
ウ

と
な

多
宝
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
す
る
に
由
る
が
故
に
、
能
く

一
切
諸
鬼
の
多
生
己
来
の
樫
倍
の
悪
業
を
破
り
、
罪
障
消
滅
し
、

即
ち
福
徳
円
満
な
る
こ
と
を
得
ん
。

繭
識
魏
劃
姉
蒋
靴
一

を
護
る
べ
し
」
と
。

爾
の
時
、
世
尊
、
即
ち
阿
難
の
為
に
陀
羅
尼
を
説
き
て
曰
極
、
即
ち
呪
を
説
き
て
曰
く
、

騨
欝
一
獅
一
露
懲
淨
曝
隆
・
ｒ
Ｍ
じ
低
僻
鍵
卿
麟
州
く
一
聴
路
Ⅷ
く
・
枳

那
鴎
露
繍
繍
の
興
卜
剛
じ
・
低
他
榊
扮
歩
脚
蝿
誼
紳
勝
榊
禰
一
・

パ
ロ
ー
キ

薇
二
噛
痙
…
劃
樋
肋
懸
一
コ
跡
鱒
噸
魎
内
・

噸劃化岻ド胸じ・脱砕耀幽｝ＦＭと・勝一一蹴聯：．時噸：範…
な

仏
、
阿
難
に
土
口
ぐ
、
「
若
し
く
は
善
男
子
、
善
女
人
有
り
、
長
仏
言
う
、
「
阿
難
よ
、
若
し
此
の
施
食
の
法
を
作
さ
ん
と
欲
す

〈
綱
〉

寿
に
し
て
福
徳
増
栄
し
、
速
や
か
に
能
く
檀
波
羅
蜜
を
満
足
し
、
ろ
者
は
、
先
ず
飲
食
を
取
り
て
浄
ら
か
な
盤
器
の
中
に
安
置
し
、

つ
れ

毎
に
晨
朝
及
び
一
切
時
に
於
い
て
、
悉
く
障
擬
無
か
ら
ん
こ
と
此
の
陀
羅
尼
呪
を
論
し
て
、
食
に
呪
す
る
こ
と
七
遍
し
、
門
内

の

を
求
め
ん
と
欲
せ
ぱ
、
一
浄
器
を
取
り
、
盛
る
に
浄
水
を
以
て
に
於
い
て
立
ち
て
、
臂
を
戸
外
に
展
ぱ
し
、
盤
を
浄
地
に
置
き

シ
回
文
編
》

ハ
ン

し
、
少
し
の
飲
麹
及
び
諸
も
る
の
餅
餅
等
を
置
き
、
右
手
を
以
て
、
弾
指
す
る
こ
と
七
下
せ
よ
。

さ
匂

て
器
を
按
じ
、
前
の
陀
羅
尼
を
調
す
る
一
」
と
満
七
偏
し
て
、
然

と
な

る
後
、
四
如
来
の
名
号
を
称
え
よ
」
と
。

ナ
ウ
ポ
（
鰯
｝
パ
ギ
ャ
パ
テ
イ

襲
謨
婆
識
縛
帝
．

ソ
ロ

素
噌
．
『
〈
、

播ｆ
ｑｌＩ
《

ヤ
（
肺
）
タ
タ
ー

野
担
佗
別
く
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く
諸
も
る
の
鬼
の
、

す
る
こ
と
を
得
ん
。

ナ
ウ
ポ
コ
ウ
ハ
ク
シ
ン
ニ
ョ
ラ
イ
ニ

と
な

妙
色
身
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
す
る
に
由
フ
Ｃ
が
故
に
、
能

し
ゆ
り
ろ
う
あ
く
ぎ
よ
う

（
、
）

く
諸
込
Ｄ
ろ
の
鬼
の
、
醜
晒
悪
形
な
ろ
を
破
り
、
即
ち
色
相
具
足

ナ
ウ
ポ
コ
ウ
ハ
ク
シ
ン
ー
ー
ョ
ラ
イ
（
卵
）

南
謨
広
博
身
如
来

ナ
ウ
ポ
ー
パ
ギ
ャ
パ
テ
イ
（
型
ピ
ホ
ラ
ギ
ャ
ー
タ
ラ
Ｉ

襲
謨
Ⅲ
く
婆
識
嚇
帝
．
尾
補
羅
識
Ⅷ
く
但
畷
：
ｎ
引
く

も
て
、
窓
意
充
飽
せ
し
め
ん
。

ナ
ウ
狼
リ
ブ
イ
ニ
ョ
ラ
イ
（
川
）

と
な

広
博
身
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
す
る
に
由
フ
Ｃ
が
故
に
、
能

く
諸
も
る
の
鬼
の
咽
喉
を
し
て
寛
大
な
ら
し
め
、
施
す
所
の
食

南
謨
離
怖
畏
如
来

ナ
ウ
ポ
パ

ギ
ャ
パ
テ
イ
（
艇
）
ア
（
卿
）

曇
謨
婆
よ
〔
抑
〕
識
噌
帝
阿
化
（
抑
〕

噸
刎
く
醗
一
低
膨
齢
派
〕
騨
噸
Ⅷ
く
野
．

と
な

雛
怖
畏
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
す
る
に
由
ヲ
Ｃ
が
故
に
、
能

こ
と
ご
と

く
諸
山
。
ろ
の
鬼
の
一
切
の
恐
怖
を
し
て
悉
皆
く
除
減
し
、
餓
鬼

ぞ
く
し
よ
う
し
（
鰯
）

仏
、
阿
難
に
告
ハ
、
、
「
若
し
く
は
族
姓
子
等
、
四
如
来
の
名
号

お

を
称
え
て
加
持
－
し
己
わ
ら
ぱ
、
弾
指
す
る
こ
と
七
偏
し
、
食
器

の
ば

モ
モ

を
浄
地
の
上
に
取
Ｌ
ｎ
ソ
て
、
臂
を
展
し
て
之
を
潟
げ
。
此
の
施
を

趣
を
離
れ
し
め
ん
」
と
。

襲
謨
Ⅲ
く
婆
識
騨
帝
．

蝿
一
低
佃
Ⅲ
く
騨
沙
野
：

ギ
ャ
タ
ヤ

識
吟
陸
野
．
．

パ

婆
よ
〔
川
〕

エ
ン
キ
ヤ

孕
迦

お

此
の
施
を
作
’
し
己
わ
ら
ぱ
、
其
の
四
方
に
於
い
て
、
百
千
倶
砥

那
由
他
恒
河
沙
数
の
餓
鬼
有
る
も
、
こ
の
餓
鬼
の
前
に
於
い

ま
す

か

て
、
各
お
の
摩
伽
陀
の
鋼
に
て
四
餅
九
斗
の
飲
食
有
価
ソ
、
是
く
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若
し
諸
も
る
の
弊
蹴
鵬
雌
蕊
隅
雌
ざ
ん
と
欲
せ
ぱ
、
浄
ら
か

さ
き

な
飲
食
を
以
て
一
器
に
満
盛
し
、
即
ち
前
の
真
一
一
口
を
以
て
加
持
か

す
る
一
」
と
一
一
七
偏
し
て
、
浄
ら
か
な
流
水
の
中
に
投
ぜ
よ
・
是

な
お

み
み
よ
う

く
の
如
く
作
し
巳
わ
ら
ぱ
、
即
ち
天
の
諾
も
ろ
の
美
妙
な
る
飲

ひ
や
く
せ
ん
ぐ
て
い
ご
う
が
し
や

食
を
以
て
、
百
千
倶
砥
恒
河
沙
数
の
婆
羅
門
仙
に
供
養
す
る
こ

と
を
為
す
。
彼
の
諸
も
る
の
仙
人
、
加
持
せ
る
食
を
得
る
が
故

に
、
呪
の
威
徳
を
以
て
、
各
各
根
本
所
願
の
諸
も
る
の
善
功
徳

お

作
ｌ
」
己
わ
ら
ぱ
、
其
の
四
方
に
於
い
て
百
千
那
由
佗
恒
河
沙
数

ま
え

の
餓
鬼
有
る
ｊ
粉
）
、
前
に
各
お
の
摩
伽
陀
国
の
七
七
餌
の
食
有
ら

お
こ
と
ご
と

ん
。
此
の
食
を
受
け
己
わ
ら
ぱ
、
悉
皆
く
飽
満
し
、
是
の
諸
』
尚
》

ろ
の
鬼
等
は
、
悉
く
鬼
身
を
捨
て
て
、
天
上
に
生
ぜ
ん
」
と
。

阿
難
よ
、
若
し
く
は
地
丘
、
地
＆
腓
、
倒
弊
識
折
憾
弊
識
櫟
っ

（
柵
）

（ｍ｝

て
、
常
に
此
の
真
一
百
及
び
四
如
来
の
名
号
を
以
っ
て
食
に
加
持
ｌ
し

ば
ど
こ
Ｔ
な
わ
よ

て
餓
鬼
に
施
さ
ば
、
便
ち
能
／
、
無
量
の
福
徳
を
具
足
せ
ん
。
則

ひ
や
く
せ
ん
ぐ
て
い
（
列
）

ち
百
千
倶
砥
の
如
来
に
供
養
す
ｚ
Ｕ
功
徳
に
同
じ
く
、
等
し
く
し

て
差
別
無
く
、
寿
命
延
長
し
、
色
力
を
増
益
し
、
善
楡
耳
足
し
、

〈だ）

一
切
の
非
人
、
夜
”
鬮
紬
←
諾
も
ろ
の
悪
鬼
神
ｊ
Ｄ
、
敢
え
て
侵

あ

よ

害
せ
ず
、
又
た
能
く
無
量
の
福
徳
と
寿
命
を
成
就
せ
ん
。

の
如
き
鬼
等
、
遍
く
皆
な
飽
満
し
、
是
の
諸
も
る
の
餓
鬼
、
此

お

の
食
を
喫
し
己
わ
ら
ば
、
悉
く
鬼
身
を
捨
て
て
、
尽
く
天
に
生

ず
る
こ
と
を
得
ん
」
と
。

び
く
び
く
に
５
ば
そ
く

復
た
一
一
口
う
、
「
阿
難
よ
、
若
し
く
は
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、

う
ば
い

よ
じ
ゆ

優
婆
夷
、
若
し
能
／
、
常
に
此
の
陀
羅
尼
を
論
し
、
井
ぴ
に
飲
食

を
奉
ぜ
ぱ
、
即
ち
為
に
無
量
の
功
徳
を
具
足
し
、
命
、
延
長
す

ひ
や
く
せ
ん
ぐ
て
い

る
こ
し
」
を
得
、
即
ち
百
千
倶
砥
の
如
来
に
供
養
す
る
功
徳
を
成

（
町
）

ふ
だ

服
し
て
、
顔
色
鮮
潔
、
威
徳
強
記
あ
り
て
、
一
切
の
非
人
、
歩
多

ざ
（
川
）
や
し
や
ら
せ
つ

一
』

鬼
等
、
夜
叉
・
羅
刹
弁
ぴ
に
諸
ｊ
Ｄ
ろ
の
餓
鬼
、
皆
な
是
の
人
を

畏
れ
て
、
心
、
見
る
に
忍
び
ざ
ら
ん
。
是
の
人
、
即
ち
為
に
大

（
、
》
（
Ⅲ
》

力
勤
進
迄
己
成
就
具
足
せ
ん
」
し
」
。
ば
ら
も
ん

復
た
こ
ロ
う
、
「
阿
難
よ
、
若
し
婆
羅
門
及
び
仙
に
食
を
施
さ
ん

み
た

と
欲
す
う
つ
者
は
、
当
に
飲
食
を
取
り
て
鉢
中
に
満
置
し
、
此
の

だ
ら
に
じ
ゅ

陀
羅
尼
呪
を
講
す
べ
し
。
食
に
呪
す
る
こ
Ｌ
」
七
通
し
、
流
水
の

そ
そ

⑰
り
ょ
う
ぐ
て
い
ひ
や
く
せ
ん
ご
う
が
し
や

市
〒
に
潟
が
ぱ
、
無
量
倶
胆
百
千
恒
河
沙
数
の
婆
羅
門
、
及
び

諸
仙
等
に
、
天
の
如
き
飲
食
を
具
足
奉
献
せ
ん
。
其
の
婆
羅

お
（
Ⅲ
）

門
、
井
び
に
仙
人
等
、
此
の
食
を
喫
し
己
わ
芦
つ
ば
、
諸
根
具
足

し
、
円
椒
吉
楠
な
ら
ん
。
各
お
の
其
の
願
を
発
し
て
、
施
す
人

お
づ
』
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を
成
就
し
、
各
各
同
時
に
誓
願
を
発
し
て
言
わ
ん
、
『
願
わ
く

じ
ぎ
ほ
ど
こ

は
食
を
施
す
の
人
、
寿
命
延
長
し
、
色
力
安
楽
な
ら
ん
こ
と
を
。

又
た
其
の
人
の
心
の
見
聞
す
る
所
を
し
て
、
し
暉
騨
瀞
浄
な
ら

（
、
）

し
め
、
梵
天
の
威
徳
を
具
足
成
就
し
て
、
梵
天
の
行
を
行
ぜ
し

ひ
や
く
せ
ん
ご
う
が
し
や

め
ん
こ
と
を
。
又
た
百
千
恒
河
沙
の
如
来
に
供
養
す
る
功
徳
に

同
じ
く
、
一
切
の
織
鍵
獣
害
す
る
こ
と
能
わ
ざ
ら
ん
こ
と
を
』

あ
た

若
し
く
は
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
、
若
し
仏
法
僧

ま
さ
こ
う
げ

宝
に
供
養
せ
ん
と
欲
せ
ぱ
、
応
に
香
華
及
び
浄
ら
か
な
飲
食
を

以
て
し
、
前
の
真
言
を
以
て
加
持
す
る
こ
と
二
十
一
編
し
て
、

｝
』

一
一
一
宝
に
奉
献
せ
よ
。
是
の
善
男
子
及
び
善
女
人
、
則
ち
天
鯖
鱈

上
味
を
以
て
満
十
方
世
界
の
仏
法
僧
宝
に
奉
献
供
養
す
る
こ
と

を
成
じ
、
亦
た
讃
歎
勧
請
随
喜
の
功
徳
を
為
し
て
、
恒
に
諸
仏

に
憶
念
称
讃
せ
ら
れ
、
諸
天
善
神
、
恒
に
来
た
り
て
擁
護
し
、

（
川
）

即
ち
檀
波
羅
蜜
を
満
足
す
る
こ
と
を
為
さ
ん
。

（
腱
）

阿
難
よ
、
汝
、
我
が
垂
叩
に
随
い
て
、
如
法
に
修
行
し
、
広
宣
流

布
し
て
、
諸
も
る
の
衆
生
を
し
て
普
く
見
聞
す
る
こ
と
を
得
て
、

ぐ
え
ん
く
が
き
ぎ
ゆ
ら
ぐ
し
ゆ
じ
よ
う

無
量
の
福
を
獲
さ
し
め
よ
。
是
れ
を
『
救
焔
口
餓
鬼
及
苦
衆
生

だ
ら
に
き
ょ
う

陀
羅
尼
経
』
と
名
づ
く
。
是
の
名
字
を
以
て
、
汝
当
に
奉
持
す

１〆」。

し
ょ
う
じ
ょ
う

を
讃
歎
せ
ん
、
『
其
の
食
を
施
す
人
、
心
、
清
浄
な
る
こ
と
を

と
じ
よ
う
ざ
よ
う
（
麹
）

得
て
、
便
ち
疾
／
、
梵
天
の
威
徳
を
証
し
て
、
常
に
浄
行
を
修
し
、

百
千
倶
砥
恒
河
沙
数
の
如
来
に
供
養
す
る
功
徳
を
具
足
成
就
し

て
、
諸
も
る
の
怨
敵
に
於
い
て
常
に
勝
つ
こ
と
を
得
ん
こ
と
を
』

し
」
。

若
し
く
は
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
、
若
し
一
切
の

ま
さ
に

一
二
宝
に
供
養
せ
ん
と
欲
せ
ぱ
、
応
当
香
華
飲
食
を
具
弁
し
て
、

此
の
陀
羅
尼
呪
を
調
し
、
施
す
所
の
食
及
び
香
華
等
に
呪
す
る

こ
と
二
十
一
遍
し
て
、
三
宝
に
供
養
す
べ
し
。
此
の
善
男
子
、

善
女
人
等
、
諸
天
の
妙
供
及
び
無
上
の
供
を
具
足
成
就
し
て
、

せ
つ
ど
（
鋤
）

一
切
の
如
来
と
刹
土
の
一
二
宝
と
を
尊
重
讃
歎
し
、
諸
仏
は
億
念

し
て
、
称
揚
讃
歎
し
、
諸
天
擁
護
せ
ん
」
と
。

な
ら

仏
一
一
一
回
う
、
「
汝
去
れ
、
阿
難
よ
・
当
に
自
ら
身
を
護
り
、
弁
及

び
に
広
く
諾
も
ろ
の
衆
生
の
為
に
説
き
て
、
諸
も
る
の
衆
生
を

し
て
無
量
の
功
徳
を
成
就
具
足
し
、
生
ず
る
所
の
世
、
常
に

ぐ
て
い
（
湖
）

あ

百
千
倶
砥
の
諸
仏
に
値
わ
し
む
く
Ｉ
し
」
と
。
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『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』

【
語
注
】

（
１
）
大
興
善
寺
Ⅱ
西
安
の
南
二
・
五
キ
ロ
に
位
置
す
る
。
興
善
寺
と
も
い

う
。
隅
の
文
帝
が
長
安
の
南
東
に
大
興
城
を
興
し
、
遵
善
坊
の
左
に

寺
を
建
て
て
は
じ
め
は
遵
善
寺
と
称
し
て
い
た
。
寺
領
が
広
大
で
あ

る
こ
と
に
加
え
て
堂
塔
も
勇
壮
で
、
階
唐
以
来
の
長
安
第
一
の
寺
と

さ
れ
、
各
地
か
ら
学
僧
が
集
ま
っ
て
寺
は
非
常
に
栄
え
た
。
階
の
開

皇
年
間
（
五
八
九
～
六
○
○
）
に
は
イ
ン
ド
僧
の
闇
那
堀
多
、
達
摩
笈

多
な
ど
が
前
後
し
て
長
安
に
や
っ
て
来
て
、
こ
の
寺
に
住
し
て
密
教

を
伝
え
た
。
唐
代
に
は
善
無
畏
、
金
剛
智
、
不
空
の
三
人
が
こ
こ
に

と
ど
ま
っ
て
密
教
経
典
を
訳
し
た
。
当
時
こ
の
寺
は
長
安
三
大
訳
経

場
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
〈
『
仏
光
』
ｐ
ｍ
ｓ
）

（
２
）
不
空
Ⅱ
イ
ン
ド
名
（
盲
田
富
亙
国
。
神
竜
元
年
～
大
暦
九
年
（
七
○
五

～
七
七
四
）
。
北
印
度
の
人
二
説
に
ス
リ
ラ
ン
カ
）
。
賜
号
は
大
広

智
三
蔵
。
羅
什
・
真
諦
・
玄
葵
と
な
ら
ぶ
四
大
翻
訳
家
の
一
人
。
中

国
密
教
の
大
成
者
。
真
言
宗
付
法
の
第
六
祖
。
バ
ラ
モ
ン
の
出
身
。

金
剛
智
三
蔵
に
師
事
し
て
十
五
歳
で
得
度
、
金
剛
頂
経
系
の
密
教

を
学
ぶ
。
師
の
死
後
、
遺
言
に
随
っ
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
渡
り
梵
本

く
し
」
と
。

一
切
の
大
衆
、

に
信
受
し
て
、

及
び
阿
難
等
、

歓
喜
奉
行
す
。

お

仏
の
説
を
聞
き
己
わ
．
ｈ
ソ
、

心

『
仏
説
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』

【
語
注
】

（
１
）
干
閥
Ⅱ
タ
リ
ム
盆
地
南
辺
の
オ
ア
シ
ス
都
市
国
家
。
天
山
南
路
南

道
の
要
地
に
あ
り
、
東
西
貿
易
の
中
継
市
場
と
し
て
漢
代
か
ら
繁
栄

し
、
唐
代
に
は
安
西
四
鎖
の
一
つ
と
な
っ
た
。
良
質
の
玉
を
産
し
、

ま
た
仏
教
東
伝
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

（
２
）
実
叉
難
陀
Ⅱ
イ
ン
ド
名
⑫
一
厨
目
自
忌
。
永
徽
三
年
～
景
雲
元
年

（
六
五
二
～
七
一
○
）
。
学
喜
三
蔵
と
称
す
る
。
子
閥
出
身
の
訳
経
僧

で
、
唐
の
則
天
武
后
の
時
代
に
中
国
に
入
り
、
証
聖
元
年
（
六
九
五
）

～
聖
暦
二
年
（
六
九
九
）
に
か
け
て
菩
提
流
支
や
義
浄
と
と
も
に

『
八
十
華
厳
』
（
新
訳
華
厳
経
）
を
訳
出
し
た
。
ま
た
、
『
入
橿
伽
經
』
七

巻
を
は
じ
め
、
十
九
部
の
経
典
を
訳
出
。
長
安
四
年
（
七
○
四
）
に
帰

国
し
た
が
、
再
三
の
要
請
に
よ
っ
て
景
龍
二
年
（
七
○
八
）
に
再
び
中

国
に
至
り
、
大
薦
福
寺
に
住
し
て
景
雲
元
年
（
七
一
○
）
に
五
九
歳
で

示
寂
し
た
。
（
『
仏
典
入
門
辞
典
』
己
・
ロ
圏
）

（
３
）
浄
処
Ⅱ
清
浄
な
場
所
。
け
が
れ
の
な
い
と
こ
ろ
。
（
『
大
漢
和
』
⑦

己・国①）
（
４
）
繋
念
Ⅱ
一
所
に
思
い
を
か
け
て
、
他
の
こ
と
を
思
わ
な
い
こ
と
。
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五
○
○
部
の
密
教
論
典
を
持
ち
長
安
に
帰
り
翻
訳
事
業
を
行
う
。
玄

宗
・
粛
宗
・
代
宗
の
唐
王
朝
三
代
の
皇
帝
の
信
任
篤
く
潅
頂
を
授
け
、

降
雨
・
止
雨
の
秘
法
を
修
し
霊
験
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
翻
訳
の
多
く

は
金
剛
頂
経
系
に
属
す
る
。
（
『
仏
典
入
門
辞
典
』
勺
、
急
）

（
３
）
迦
砒
羅
城
Ⅱ
釈
尊
の
故
郷
の
町
で
、
釈
尊
の
属
し
た
釈
迦
族
の
首

都
。
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
の
タ
ラ
ー
イ
地
方
、
テ
ィ
ロ
ラ
コ
ッ
ト
付
近

に
あ
た
る
。
梵
語
百
で
冨
薗
⑫
曰
。
迦
毘
羅
衛
と
音
写
さ
れ
る
。
（
『
望
月
』

己
・
急
①
、
『
岩
波
』
で
」
頤
『
、
『
仏
光
』
己
・
患
＆
）

（
４
）
尼
拘
律
那
Ⅱ
ニ
ヤ
グ
ロ
ー
ダ
樹
。
バ
ニ
ヤ
ン
樹
。
梵
語
昌
僧
８
」
旨

の
音
写
。
長
大
な
喬
木
で
枝
葉
が
よ
く
繁
茂
し
、
木
陰
で
は
厳
し
い

日
光
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
修
行
者
が
こ
の
木
の
下
に
止
住
す

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
種
子
は
と
て
も
小
さ
く
、
僅
か
な
布
施
で
も

仏
へ
の
供
養
は
大
き
な
果
報
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示
す
際
の
讐
輪
と

し
て
多
く
の
仏
典
に
そ
の
名
が
用
い
ら
れ
る
。
迦
毘
羅
城
南
方
の
ニ

ャ
グ
ロ
ー
ダ
樹
園
は
、
釈
尊
が
成
道
の
後
に
帰
郷
し
て
父
王
等
の
た

め
に
説
法
し
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
（
『
望
月
』
勺
・
合
隠
、
『
中
村

広
説
』
で
」
ざ
］
）

（
５
）
僧
伽
藍
Ⅱ
僧
院
。
僧
園
。
多
数
の
出
家
修
行
者
が
共
住
し
て
修

行
す
る
清
浄
閑
静
な
場
所
。
梵
語
圏
白
面
厨
国
目
の
音
写
。
僧
伽

藍
摩
と
表
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
（
『
望
月
』
や
８
９
、
『
中
村
広
説
』

や
』
ｇ
一
壱
・
画
暖
「
伽
藍
」
）

（
６
）
静
処
Ⅱ
静
か
な
場
所
。
一
人
で
い
る
場
所
。
梵
語
ｎ
畳
ｏ
悪
冨
。
森
林

の
中
の
静
か
な
場
所
。
梵
語
：
口
冨
。
（
『
中
村
広
説
』
で
。
、
ｇ
）

（
７
）
三
更
Ⅱ
「
更
」
は
夜
間
の
時
刻
の
変
わ
り
め
。
日
没
か
ら
夜
明
け
ま

心
を
と
ど
め
る
こ
と
。
（
『
中
村
広
説
』
で
・
路
、
）

（
５
）
面
然
Ⅱ
原
語
は
ヨ
ロ
穿
凹
自
一
‐
高
一
色
（
火
の
燃
え
盛
る
ロ
ま
た
は
顔
を

持
つ
者
）
。
顔
が
炎
に
包
ま
れ
て
い
る
ざ
ま
、
あ
る
い
は
口
か
ら
火
を

吹
く
さ
ま
を
表
す
。
「
焔
ロ
」
と
漢
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
「
望
月
』

己
・
暗
弓
「
施
餓
鬼
会
」
、
『
仏
光
』
己
・
巴
＆
）

（
６
）
方
計
Ⅱ
方
法
。
方
便
。
前
出
「
方
便
」
の
項
も
参
照
。
「
中
村
広
説
』

己」、○国
）

（
７
）
農
朝
Ⅱ
明
け
方
。
早
朝
。
ま
た
、
昼
を
三
時
に
分
け
た
う
ち
の
卯

の
刻
か
ら
巳
の
刻
（
午
前
六
時
～
十
時
）
を
い
う
。
（
『
中
村
広
説
』

ロ
・
の
Ｓ
、
『
大
漢
和
』
⑤
己
・
患
、
）

（
８
）
毛
爪
Ⅱ
体
毛
と
爪
。

し
ゆ
が
竃
す
が

（
９
）
雷
逝
Ⅱ
ぜ
ん
ぜ
ぃ
。
梵
語
吻
皀
西
国
臼
の
漢
訳
語
で
、
「
修
伽
陀
」
「
須
伽

陀
」
な
ど
と
音
写
す
る
。
原
意
は
「
よ
く
ゆ
き
し
人
」
で
あ
り
、
幸
福

な
人
、
完
成
し
た
者
、
よ
く
悟
り
に
到
達
し
た
人
を
も
意
味
し
、
仏

の
こ
と
を
指
称
す
る
。
（
『
岩
波
』
で
．
、
ｇ
）

（
、
）
那
麿
Ⅱ
以
下
、
読
み
は
原
則
と
し
て
坂
内
館
雄
『
真
言
陀
羅
尼
三
平

河
出
版
社
・
一
九
八
一
、
ｐ
画
巴
）
所
掲
の
「
慣
用
音
」
に
従
い
、
反

切
な
ど
で
指
示
が
あ
る
個
所
は
そ
れ
に
従
っ
て
変
更
を
加
え
た
が
、

「
那
麿
」
の
二
字
は
「
ナ
ウ
マ
ク
」
と
読
め
な
い
の
で
一
般
の
音
で
表

記
し
た
。

（
、
）
呼
Ⅱ
大
正
蔵
は
「
呼
之
」
に
作
る
。
「
多
」
の
字
だ
け
は
別
の
字
よ
り

大
き
な
声
で
謝
え
る
意
か
。

（
尼
）
上
声
Ⅱ
「
三
」
に
は
上
平
と
去
声
し
か
な
い
が
、
こ
こ
で
は
特
に
上

声
（
第
三
声
）
で
調
え
よ
と
い
う
指
示
で
あ
ろ
う
。
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で
を
五
分
し
て
、
約
二
時
間
ご
と
に
区
分
す
る
。
夜
番
の
者
が
更
代

す
る
時
刻
を
表
し
た
こ
と
に
拠
る
。
現
在
の
時
刻
で
は
「
初
更
」
は
午

後
八
時
、
「
二
更
」
は
午
後
十
時
、
「
三
更
」
は
午
前
零
時
、
「
四
更
」
は

午
前
二
時
、
「
五
更
」
は
午
前
四
時
。
（
『
中
村
広
説
』
ヤ
ヨ
ー
、
『
大
漢
和
』

①
で
・
急
の
「
五
更
」
）

（
８
）
餓
鬼
Ⅱ
梵
語
官
§
は
「
死
せ
る
者
」
「
逝
き
し
者
」
を
意
味
し
、
元

来
は
死
者
の
魂
、
祖
霊
を
表
す
語
。
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
飢

え
て
食
物
を
待
つ
死
者
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
。
六
道
輪
廻
の
中
、

餓
鬼
道
に
住
む
者
。
悪
業
の
報
い
と
し
て
飢
渇
に
苦
し
む
亡
者
。
常

に
飢
え
と
渇
き
に
苦
し
ん
で
い
る
者
。
（
『
中
村
広
説
』
や
」
用
、
『
岩
波
』

で・一つ①）

（
９
）
焔
口
Ⅱ
原
語
は
目
巨
厚
針
已
‐
｝
ご
山
一
図
（
火
の
燃
え
盛
る
口
ま
た
は
顔
を

持
つ
者
）
。
口
か
ら
火
を
吹
く
さ
ま
、
あ
る
い
は
顔
が
炎
に
包
ま
れ
て

い
る
さ
ま
を
表
す
。
「
面
然
」
と
漢
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
「
望
月
』

已
・
８
ｓ
「
施
餓
鬼
会
」
、
『
仏
光
』
で
。
、
９
ｍ
）

（
、
）
醜
晒
Ⅱ
容
貌
が
醜
く
卑
し
い
ざ
ま
。
（
『
大
漢
和
』
⑪
已
巴
）

（
、
）
枯
痩
Ⅱ
枯
れ
て
痩
せ
る
。
痩
せ
衰
え
る
。
（
『
大
漢
和
』
⑥
で
・
田
。
）

（
皿
）
針
鋒
Ⅱ
針
の
先
。
微
細
で
あ
る
こ
と
、
極
め
て
細
い
さ
ま
の
讐
噛
。

（
『
大
漢
和
』
⑪
や
、
ｇ
「
鍼
鋒
」
）

（
旧
）
殻
乱
Ⅱ
髪
が
乱
れ
る
ざ
ま
。
（
『
大
漢
和
』
⑫
や
⑦
台
）

（
Ｍ
）
爪
牙
Ⅱ
爪
と
牙
。
爪
と
歯
。
（
『
大
漢
和
』
⑦
で
．
、
Ｒ
）

（
旧
）
却
後
Ⅱ
そ
の
の
ち
。
あ
と
で
。
「
却
」
も
後
の
意
。
六
朝
以
来
の
古

い
俗
語
。
宋
代
以
降
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
（
『
禅
語
辞
典
愚
・
田
）

（
肥
）
憧
怖
Ⅱ
恐
れ
る
。
恐
れ
お
の
の
く
。
「
恒
」
は
心
が
動
揺
す
る
こ
と
。

（
旧
）
稗
褐
反
Ⅱ
「
賊
」
の
音
は
、
稗
（
唖
の
Ｈ
と
褐
（
”
）
の
卿
を
併
せ

て
「
ハ
ツ
」
と
な
る
。

（
凶
）
二
合
Ⅱ
虎
（
、
）
と
件
（
、
）
の
二
字
を
一
拍
と
し
て
一
宇
分
の
長

さ
で
読
め
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

（
応
）
強
記
Ⅱ
き
ょ
う
き
、
記
憶
力
の
良
い
こ
と
〈
『
大
漢
和
』
④
ロ
・
ヨ
ー
）
。

但
し
、
こ
れ
で
は
上
の
「
威
徳
」
と
繋
が
ら
な
い
。
推
測
で
あ
る
が
、

勢
力
や
元
気
な
ど
が
盛
ん
な
様
を
表
す
「
強
気
」
「
大
漢
和
』
同
）
の

こ
と
か
。

（
肥
）
歩
多
鬼
Ⅱ
不
明
。
浮
茶
鬼
の
こ
と
か
。
浮
茶
鬼
は
□
日
凶
冒
の
音
写
で
、

臭
餓
鬼
と
漢
訳
す
る
。
餓
鬼
の
な
か
で
は
福
の
最
も
優
れ
た
も
の
と

い
う
。
（
『
中
村
広
説
』
ご
」
造
巴

（
灯
）
大
力
Ⅱ
ｌ
、
偉
大
な
力
、
ま
た
、
す
ぐ
れ
た
能
力
を
表
す
。
２
、
三

昧
の
一
種
。
（
『
中
村
広
説
』
中
已
・
三
思
）

（
旧
）
勤
進
Ⅱ
勉
力
進
取
（
『
漢
語
大
詞
典
』
②
で
・
巴
の
）
。
つ
と
め
て
進
み

求
め
る
こ
と
。

（
旧
）
諸
根
Ⅱ
眼
耳
鼻
舌
身
の
五
根
。
（
『
中
村
広
説
』
中
で
．
①
ご
）

（
、
）
円
満
Ⅱ
み
た
す
こ
と
、
成
就
す
る
こ
と
、
願
い
が
実
現
す
る
こ
と
。

（
『
中
村
広
説
』
上
己
・
一
念
）

訂
）
吉
祥
Ⅱ
め
で
た
い
こ
と
、
安
穏
な
る
心
の
や
す
ら
ぎ
。
（
『
広
辞
苑
』
）

（
型
）
浄
行
Ⅱ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
す
『
昌
目
‐
＆
旦
画
の
音
写
。
清
ら
か
な
生

き
方
、
ま
た
、
清
ら
か
な
行
い
に
努
め
て
い
る
人
。
「
中
村
広
説
』
中

で。②心②）
（
翌
刹
土
Ⅱ
国
、
国
土
。
廓
・
§
の
音
写
で
あ
る
「
刹
」
に
漢
訳
の
土
を

加
え
た
も
の
。
（
『
中
村
広
説
』
中
己
・
一
三
⑦
）
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（
『
大
漢
語
林
昌
．
、
上
）

（
Ｕ
方
便
Ⅱ
巧
み
な
手
段
。
特
に
、
衆
生
を
導
く
た
め
の
す
ぐ
れ
た
教

化
方
法
を
い
う
。
梵
語
巨
凰
意
。
（
『
岩
波
』
で
．
『
ｇ
）

定
）
那
由
他
Ⅱ
数
の
単
位
。
極
め
て
大
き
い
数
。
梵
語
目
百
日
の
音
写
。

「
那
由
多
」
と
表
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
一
千
億
を
指
す

と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
他
に
も
千
万
二
兆
な
ど
、
異
説
が

多
い
。
（
『
中
村
広
説
』
己
」
日
⑭
、
『
岩
波
』
で
．
①
暖
、
『
仏
光
』
で
．
②
Ｃ
圏
）

（
四
）
恒
河
沙
Ⅱ
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
の
よ
う
に
多
い
ざ
ま
。
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
数
が
多
い
こ
と
の
讐
嚥
。
「
恒
河
」
は
ガ
ン
ジ
ス
河
を
表
す
梵

語
西
目
圏
の
音
写
。
（
『
中
村
広
説
』
で
・
台
の
、
『
岩
波
』
で
・
暖
、
）

〈
型
婆
羅
門
Ⅱ
バ
ラ
モ
ン
。
司
祭
者
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
四
姓
（
カ
ー
ス

ト
）
の
う
ち
、
最
高
位
の
者
。
梵
語
颪
一
目
自
璽
の
音
写
。
（
『
中
村
広
説
』

壷
）
摩
伽
陀
国
Ⅱ
マ
ガ
ダ
国
。
梵
語
目
畠
昌
冨
。
イ
ン
ド
の
ビ
ハ
ー
ル
州
、

ガ
ン
ジ
ス
河
南
部
の
古
称
。
古
代
イ
ン
ド
で
強
大
で
あ
っ
た
国
で
、

首
都
王
舎
城
（
梵
語
且
僧
讐
鴎
）
は
釈
尊
が
最
も
長
く
居
住
し
た
地
で
、

竹
林
園
や
霊
鷲
山
な
ど
で
し
ば
し
ば
説
法
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ

（
、
）
仙
Ⅱ
イ
ン
ド
一
鰡

村
広
説
』
で
」
ｇ
」
）

（
幻
）
料
Ⅱ
容
積
を
量
る
容
器
の
名
称
。
ま
た
、
容
積
の
単
位
。
石
。
一

斗
の
十
倍
。
周
代
の
一
斗
は
約
十
九
・
四
リ
ッ
ト
ル
。
ま
た
、
容
積
を

量
る
容
器
の
名
称
で
も
あ
る
。
（
『
大
漢
和
』
⑤
己
．
白
い
、
『
大
漢
語
林
』

で。①②四）

勺
・
国
ｇ
、
『
岩
波
』
勺
・
＆
『
）

る
。
（
『
岩
波
』
で
。
『
巴
壱
・
患
「
王
舎
城
」
）

仙
Ⅱ
イ
ン
ド
一
般
に
存
在
す
る
行
者
。
聖
仙
。
仙
人
。
梵
語
風
。
（
『
中

函
）
倶
砥
Ⅱ
梵
語
「
コ
ー
テ
ィ
（
丙
且
）
」
の
音
写
。
数
の
単
位
で
十
の
七
乗
。

（
『
中
村
』
や
四
＄
）
こ
こ
で
は
、
数
え
切
れ
な
い
程
非
常
に
多
く
の
数

量
を
表
す
。
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（
羽
）
世
間
自
在
威
徳
如
来
Ⅱ
そ
の
ま
ま
の
名
称
は
辞
癬
類
に
見
え
な
い

（
釦
）
倶
砥
Ⅱ
岸
且
の
音
写
。
数
の
単
位
で
十
の
七
乗
。
十
万
・
千
万
、
あ

る
い
は
億
・
万
億
ま
た
は
京
と
す
る
。
（
『
中
村
后
・
四
＄
）

（
犯
）
観
自
在
菩
薩
Ⅱ
慈
悲
、
救
済
を
特
色
と
し
た
菩
薩
の
名
。
梵
語
名

は
シ
薗
一
Ｃ
医
風
薗
国
（
観
察
す
る
こ
と
に
自
在
な
、
の
意
）
。
（
『
岩
波
』

（
配
）
不
順
Ⅱ
道
理
に
合
わ
な
い
。
道
に
た
が
う
。
（
『
大
漢
和
』
①
で
団
盆
）

（
”
）
五
体
投
地
Ⅱ
五
体
と
は
全
身
の
こ
と
。
全
身
を
そ
の
前
に
投
げ
伏

し
て
仏
や
高
僧
、
師
匠
（
巴
目
）
な
ど
を
礼
拝
す
る
。
イ
ン
ド
に
お
い

て
最
も
丁
重
な
礼
拝
の
仕
方
。
現
実
に
は
仏
像
や
仏
塔
、
僧
侶
に
対

し
て
額
と
両
肘
。
両
膝
を
地
に
着
け
て
礼
拝
す
る
。
（
『
岩
波
』
や
日
『
）

（
聖
頂
礼
Ⅱ
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
最
高
の
敬
礼
法
で
、
尊
者
の
足
下

に
ひ
れ
伏
し
、
頭
の
先
を
地
に
つ
け
る
。
仏
教
で
も
仏
の
両
足
に
頭

を
つ
け
る
の
を
〈
頂
礼
仏
足
〉
と
い
い
、
両
手
両
足
頭
を
地
に
つ
け
る

五
体
投
地
は
最
上
の
敬
礼
法
と
さ
れ
る
。
（
『
岩
波
』
Ｐ
巴
①
）

弱
）
顛
懐
Ⅱ
戦
傑
と
同
義
。
ふ
る
え
お
の
の
く
こ
と
。

（
釦
）
方
便
Ⅱ
接
近
す
る
、
到
達
す
る
、
と
い
う
意
味
の
動
詞
か
ら
派
生

し
た
梵
語
の
巨
凰
着
で
あ
り
、
衆
生
を
導
く
た
め
の
す
ぐ
れ
た
教
化

方
法
、
巧
み
な
手
段
を
意
味
す
る
。
方
便
は
真
実
と
対
に
な
る
概
念

で
、
衆
生
に
真
実
を
明
か
す
ま
で
の
暫
定
的
な
手
段
を
意
味
す
る
。

（
型
）
鳳
痩
Ⅱ
や
せ
衰
え
る
。
疲
れ
や
せ
る
。
（
『
大
漢
和
』
⑨
ロ
・
田
）

（
躯
）
枯
樵
Ⅱ
枯
れ
疲
れ
る
。
枯
れ
乾
く
。
（
『
大
漢
和
』
⑥
や
国
ｇ
「
枯
焦
」
、

⑦
勺
周
｝
「
樵
」
）

己・一心の）

で
、
衆
生
に
真
｛

（
『
岩
波
』
で
。
『
巴
）

105



（
弱
）
曇
莫
薩
卿
…
Ⅱ
以
下
の
呪
は
「
焔
口
陀
羅
尼
」
と
呼
ば
れ
、
『
開
甘
鰯

門
』
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
文
字
表
記
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
て
、
「
南
無
薩
婆
、
馳
悠
伽
多
、
嚇
蝋
枳
帝
、
蝿
、
三
摩
畷
、
三
摩

畷
、
件
」
と
な
っ
て
お
り
、
読
み
は
「
ナ
ム
サ
ポ
１
、
ト
ト
ギ
ャ
ト
ー
、

ポ
リ
ョ
キ
チ
イ
、
エ
ン
、
サ
ン
モ
ラ
ー
、
サ
ン
モ
ラ
ー
、
キ
ン
」
と
な
っ

て
い
る
。
「
焔
口
陀
羅
尼
」
に
つ
い
て
は
木
村
俊
彦
・
竹
中
智
泰
著
『
禅

宗
の
陀
羅
尼
昊
大
東
出
版
社
）
に
注
釈
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
和
訳

は
「
一
切
如
来
に
観
察
ざ
れ
し
も
の
に
帰
依
い
た
し
ま
す
。
オ
ー
ム
。

保
ち
た
ま
え
、
保
ち
た
ま
え
。
フ
ー
ン
」
と
な
り
、
還
元
梵
文
は
「
冒
目
農

⑰
閏
富
国
Ｓ
凶
悪
曰
く
四
一
．
底
［
、
◎
白
田
目
ワ
冒
国
困
自
ワ
富
国
百
日
・
」
と
な
る
。

尚
、
今
回
、
呪
の
読
み
仮
名
に
つ
い
て
は
、
坂
内
駆
雄
『
真
言
陀
羅
尼
』

（
平
河
出
版
社
・
一
九
八
一
、
や
、
巴
）
所
掲
の
「
慣
用
音
」
に
従
い
、

反
切
な
ど
で
指
示
が
あ
る
個
所
は
そ
れ
に
従
っ
て
変
更
を
加
え
た
。

（
妬
）
愛
護
Ⅱ
以
下
の
「
南
謨
昌
那
歴
」
も
同
じ
で
、
｜
股
に
は
「
南
無
」

と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
感
嘆
詞
目
白
勝
（
頭
を
下
げ
る
．
敬
礼

す
る
．
帰
依
す
る
）
の
終
止
形
目
目
島
。
与
格
名
詞
あ
る
い
は
対
格

（
弧
）
福
徳
Ⅱ
功
徳
、
一
切
の
善
行
，

ろ
。
（
『
中
村
広
説
』
下
己
・
－
台
の
）

が
、
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
三
冊
「
世
自
在
王
仏
」
条
に
よ
れ
ば
、
『
救

抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
に
は
、
釈
尊
が
過
去
に
婆
羅
門
た
り
し
時
、

観
世
音
菩
薩
及
び
世
間
自
在
威
徳
如
来
の
所
に
於
て
餓
鬼
陀
羅
尼
を

受
け
施
を
散
じ
た
る
こ
と
を
記
せ
り
。
此
の
中
、
世
間
自
在
威
徳
如

来
は
恐
ら
く
世
自
在
王
仏
と
同
一
梵
名
な
る
べ
し
」
（
己
．
＄
画
一
）
と
言

己

７
．

切
の
善
行
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
福
利
を
意
味
す
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名
詞
・
処
格
名
詞
を
支
配
し
て
「
～
に
帰
依
す
る
」
の
意
を
表
わ
す
。

（
釘
）
薩
嚇
但
佗
要
路
Ⅱ
形
容
詞
圏
。
四
二
切
の
．
全
て
の
）
と
名
詞

国
〔
冨
恩
国
（
如
来
）
、
お
よ
び
動
詞
自
画
へ
一
。
【
（
見
る
．
観
察
す
る
．

認
め
る
）
の
過
去
受
動
分
詞
形
昌
』
一
．
厚
い
（
観
察
さ
れ
た
も
の
）
の

複
合
語
⑰
凶
。
“
‐
国
Ｓ
賢
§
‐
豊
田
一
・
面
Ｂ
の
男
性
・
単
数
・
処
格
形

⑫
胃
菌
白
日
樹
嵐
冨
－
．
面
［
の
（
一
切
如
来
に
観
察
さ
れ
し
も
の
に
）
の
意
。

こ
の
陀
羅
尼
が
観
世
音
菩
薩
及
び
世
間
自
在
威
徳
如
来
か
ら
受
け
た

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
『
禅
宗
の
陀
羅
尼
』
（
ｂ
・
－
３
）
に
あ
る
如
く
、

四
且
。
面
白
か
ら
“
く
四
一
．
底
白
‐
『
葛
『
色
（
観
自
在
菩
薩
）
が
連
想
さ
れ
る
が
、

〈
犯
）
無
可
反
Ⅱ
反
は
反
切
の
こ
と
で
、
漢
字
の
発
音
表
示
法
。
二
つ
の

漢
字
を
使
っ
て
一
つ
の
漢
字
の
音
を
示
す
。
具
体
的
に
は
上
の
字
の

始
め
の
子
音
と
、
下
の
字
の
母
音
と
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
、
こ

こ
で
は
無
（
色
の
子
音
の
Ｂ
と
可
（
砲
）
の
母
音
の
ａ
と
を
足
し
て

；
へ
ａ
》
Ｐ
Ｐ
Ｅ
，
３
。

〈
釦
）
俺
Ⅱ
聖
音
０
日
の
音
写
。
訳
出
は
困
難
。
「
ダ
ラ
ー
ー
等
の
呪
文
の
冒

頭
に
唱
え
ら
れ
る
聖
音
。
元
来
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
文
献
等
に
み
え
て
、

神
秘
的
な
意
味
を
も
ち
、
密
教
で
は
大
日
如
来
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ

す
と
も
い
わ
れ
る
」
（
『
禅
宗
の
陀
羅
尼
』
で
」
一
＄
。

（
伽
）
去
Ⅱ
去
声
の
こ
と
。
「
三
」
に
は
上
平
（
今
の
第
一
声
で
、
「
み
つ
つ
」

の
意
）
と
去
声
（
第
四
声
で
、
「
し
ば
し
ば
、
な
ん
ど
も
」
の
意
）
が
あ

、
〃
〆
雨
Ⅲ
］
、
１
Ｊ
■
Ｊ
〃
田
・
ノ
ゴ

（
羽
）
要
Ⅱ
川
同
じ
文
字
は
『
大
漢
和
辞
典
』
な
ど
の
字
欝
類
に
見
え
な
い
。

恐
ら
く
學
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
掌
は
華
と
同
字
で
あ
り
、
音
は
ゲ
ッ

確
か
に
文
法
的
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

で
あ
る
。

（
比
）
と
な
る
。
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（
妬
）
多
宝
如
来
Ⅱ
不
空
訳
『
輸
伽
集
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焔
口
軌
儀
経
（
以

下
『
聡
伽
集
要
経
』
と
略
記
ご
に
拠
れ
ば
、
「
諾
も
ろ
の
仏
子
等
、
若

し
多
宝
如
来
の
名
号
を
間
か
ば
、
能
く
汝
等
を
し
て
財
宝
を
具
足

し
、
意
の
須
う
ろ
所
に
称
い
て
、
受
用
す
る
こ
と
無
尽
な
ら
し
め
ん
」

（
鍋
）
愛
護
婆
…
Ⅱ
以
下
、
四
如
来
の
陀
羅
尼
の
読
み
は
、
原
則
と
し
て

『
真
言
陀
羅
尼
』
（
壱
・
四
侭
～
侭
、
）
所
掲
の
「
五
如
来
宝
号
召
請
陀
羅

尼
」
の
「
慣
用
音
」
に
従
い
、
反
切
な
ど
で
指
示
が
あ
る
個
所
は
そ

れ
に
従
っ
て
変
更
を
加
え
た
。
こ
の
陀
羅
尼
は
文
字
の
異
同
は
あ
る

（
幻
）
愛
護
Ⅱ
前
述
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
語
尾
は
連
声
形
の
●

（
妬
）
飲
麹
Ⅱ
未
詳
。
麦
粉
や
米
粉
を
湯
や
水
に
溶
い
た
も
の
か
。
麩
は
「
む

ぎ
こ
が
し
。
麦
や
米
を
い
り
、
ひ
い
て
粉
に
し
た
も
の
」
（
角
川
『
新

（
“
）
檀
波
羅
蜜
Ⅱ
布
施
（
ほ
ど
こ
し
）
の
完
成
。
布
施
を
完
全
な
も
の
に

る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
声
調
で
読
む
と
い
う
指
示
。

（
妃
）
三
賊
羅
Ⅱ
動
詞
圏
ヨ
ヘ
ニ
『
（
集
め
る
・
用
意
す
る
．
維
持
す
る
・

養
う
等
）
の
命
令
法
・
二
人
称
・
単
数
・
他
動
態
愚
目
９
画
『
四
・
「
集

め
た
ま
え
」
「
保
ち
た
ま
え
」
「
養
い
た
ま
え
」
等
の
意
。

（
網
）
畔
Ⅱ
聖
音
冒
冒
の
音
写
。
訳
出
は
困
難
。
「
諸
尊
に
共
通
す
る
種
子

（
諸
仏
・
諸
尊
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
た
梵
字
）
と
も
い
わ
れ
、
ま
た

念
怒
の
相
を
象
徴
す
る
音
と
も
い
わ
れ
て
い
る
三
『
禅
宗
の
陀
羅
尼
』

ぎ
こ
が
し
。
麦
や

字
源
』
で
」
］
巴
）
。

でｏ」」②）。

と
な
っ
て
い
る
。
以
下
も
同
じ
。

１
Ｋ
一

（
自
画
］

す
る
こ
と
。
（
『
中
村
』
っ
・
亀
）

。
←
『
］
四
）
し
」
一
一
言
レ
フ
。
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（
別
）
妙
色
身
如
来
Ⅱ
『
聴
伽
集
要
経
』
に
は
「
諸
も
る
の
仏
子
等
、
若
し

妙
色
身
如
来
の
名
号
を
間
か
ば
、
能
く
汝
等
を
し
て
醜
晒
を
受
け
ず
、

諸
根
具
足
、
相
好
円
満
、
殊
勝
端
厳
に
し
て
、
天
上
人
間
、
最
も
第

一
と
為
ら
し
め
ん
」
（
息
一
・
台
」
四
）
と
あ
る
。

（
弱
）
愛
護
婆
識
縛
帝
…
Ⅱ
以
下
の
妙
色
身
如
来
の
陀
羅
尼
の
意
味
は
、

「
世
尊
〔
す
な
わ
ち
〕
美
し
い
容
姿
を
持
つ
如
来
に
帰
依
致
し
ま
す
」

で
、
還
元
梵
文
は
「
冒
白
。
ｇ
色
恩
菌
［
囲
巨
日
凰
Ｂ
ｓ
幽
彊
国
憲
」
と
な
る
。

（
記
）
素
噌
播
野
Ⅱ
接
頭
辞
目
（
美
し
い
．
妙
な
る
）
と
凰
冨
（
い
ろ
・
か

（
麺
）
鍵
Ⅱ
注
（
犯
）
参
照
。

（
田
）
鉢
鰯
部
鯵
畷
但
愛
野
Ⅱ
形
容
詞
官
号
盲
目
（
多
量
の
．
勝
れ
た
．
現

れ
た
）
と
名
詞
目
日
凹
（
財
宝
・
宝
石
）
の
複
合
語
己
『
号
百
ｓ
‐
『
色
目
四
（
多

く
の
宝
を
持
つ
も
の
．
勝
れ
た
宝
を
持
つ
も
の
・
宝
を
現
ず
ろ
も
の
）

の
男
性
・
単
数
・
与
格
形
官
号
百
国
日
日
四
着
。
「
多
く
の
宝
を
持
つ
も

の
〈
Ⅱ
多
宝
）
に
」
「
勝
れ
た
宝
を
も
つ
も
の
Ｔ
宝
勝
）
に
」
の
意
。

（
兜
）
但
佗
嬰
畷
野
Ⅱ
名
詞
国
ｓ
凹
彊
国
（
如
来
・
如
去
）
の
男
性
・
単
数
・

与
格
形
国
昌
筒
息
冨
。
「
如
来
に
」
の
意
。
以
下
も
同
じ
。

が
、
『
五
如
来
宝
号
招
請
陀
羅
尼
』
の
中
の
「
多
宝
如
来
」
の
陀
羅
尼

に
相
当
す
る
。
還
元
梵
文
は
「
目
白
◎
す
富
遍
く
胃
⑱
己
国
９
口
国
忌
日
四
冨

国
島
街
愚
息
」
で
あ
り
、
和
訳
は
「
世
尊
〔
す
な
わ
ち
〕
多
く
の
勝
れ

た
宝
を
持
つ
如
来
に
帰
依
致
し
ま
す
」
と
な
る
。

（
ぬ
）
去
Ⅱ
婆
房
）
は
下
平
だ
が
去
声
（
第
四
声
）
で
読
め
と
い
う
指
示
。

（
印
）
婆
識
嚇
帝
Ⅱ
婆
識
縛
帝
Ⅱ
形
容
詞
喜
色
彊
菌
『
（
尊
敬
す
べ
き
・
崇
拝

す
べ
き
・
神
聖
な
）
の
男
性
・
単
数
・
与
格
形
三
ｍ
恩
ご
胃
⑮
。
「
世
尊
に
」

の
意
。
以
下
も
同
じ
。
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品
）
尾
補
羅
識
但
嘱
野
Ⅱ
形
容
詞
己
で
鳥
〈
大
き
い
．
広
い
．
長
い
．
厚

い
）
と
名
詞
西
凹
【
『
國
富
（
身
体
・
手
足
）
の
所
有
複
合
語
ご
一
宮
一
』
，
忍
圓
（
長

大
な
手
足
を
も
つ
も
の
）
の
男
性
・
単
数
・
与
格
形
ご
官
一
蝉
‐
恩
５
百
。

（
団
）
雛
怖
畏
如
来
Ⅱ
『
聡
伽
集
要
経
』
に
は
「
諸
も
る
の
仏
子
等
、
若
し

雛
怖
畏
如
来
の
名
号
を
間
か
ば
、
能
く
汝
等
を
し
て
常
に
安
楽
を
得
、

永
く
驚
怖
を
離
れ
て
、
清
浄
快
楽
な
ら
し
め
ん
」
（
台
冒
）
と
あ
る
。

鹿
）
愛
護
婆
去
〔
声
〕
識
噌
帝
一
…
Ⅱ
以
下
の
雛
怖
畏
如
来
の
陀
羅
尼
の

意
味
は
、
「
世
尊
〔
す
な
わ
ち
〕
恐
怖
を
な
か
ら
し
め
る
如
来
に
帰
依

致
し
ま
す
」
で
、
還
元
梵
文
は
「
冒
冒
○
ヶ
冨
恩
菌
［
の
号
冨
百
日
‐
百
国
富

（
聖
愛
護
識
噌
帝
一
…
Ⅱ
以
下
の
広
博
身
如
来
の
陀
羅
尼
の
意
味

は
、
「
世
尊
〔
す
な
わ
ち
〕
長
大
な
手
足
を
持
つ
如
来
に
帰
依
致

し
ま
す
」
で
、
還
元
梵
文
は
「
冒
曰
・
房
色
彊
薗
扁
１
で
臣
一
四
‐
恩
［
３
百

（
卵
）
広
博
身
如
来
Ⅱ
『
職
伽
集
要
経
』
に
は
「
諸
も
る
の
仏
子
等
、
若
し

広
博
身
如
来
の
名
号
を
間
か
ば
、
能
く
汝
等
餓
鬼
の
針
の
ご
と
き
咽

を
し
て
、
業
火
、
焼
く
を
停
め
て
清
涼
通
達
し
、
受
く
る
所
の
飲
食
、

た
ち
）
の
所
有
複
合
語
呂
目
官
（
美
し
い
姿
を
も
つ
も
の
）
の
男
性
・

単
数
・
与
格
形
目
昌
凰
冒
。
「
美
し
い
容
姿
の
も
の
に
」
の
意
。

缶
）
具
足
Ⅱ
①
十
分
に
備
わ
る
こ
と
。
具
備
に
同
義
。
得
る
の
意
。
②

円
満
に
同
じ
。
ま
た
完
全
の
意
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
と
し
て
、
③
「
具

足
し
て
」
は
「
完
全
に
」
の
意
。
④
「
具
足
せ
ば
」
は
「
詳
し
く
言
え
ば
」

の
意
。
⑤
「
具
足
し
」
は
「
い
っ
ぱ
い
」
の
意
。
（
『
中
村
広
説
』
上
Ｐ
ｇ
①
）

国
昌
凶
悪
□
ご
凶
・
」
と
な
る
。

を
し
て
、
業
火
、
焼
く
を
停
め
て
清
涼
癌

甘
露
味
を
得
し
め
ん
」
（
合
一
巴
と
あ
る
。

（
角
川
『
新
字
源
』
で
・
場
）
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〈
的
）
真
言
Ⅱ
密
教
で
い
う
真
実
絶
対
の
こ
と
ば
で
、
仏
や
菩
薩
な
ど
の

本
質
を
表
す
秘
密
の
語
。
漢
訳
で
は
呪
、
神
呪
、
密
呪
、
密
言
と
い
う
。

呪
・
陀
羅
尼
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
が
、
と
き
と
し
て
、
陀
羅
尼
の

短
い
も
の
を
指
し
示
す
こ
と
が
あ
る
。
〈
『
中
村
広
説
』
中
已
・
の
ち
）

（
匝
優
婆
塞
Ⅱ
在
俗
の
男
性
信
者
の
こ
と
。
も
と
も
と
の
語
源
は
、
仕

え
る
人
な
い
し
は
奉
仕
す
る
人
の
意
で
、
出
家
修
行
者
に
仕
え
、
そ

の
世
話
を
す
る
人
々
の
一
般
名
詞
で
あ
り
、
イ
ン
ド
で
は
全
て
の
宗

教
に
共
通
す
る
名
称
で
あ
っ
た
。
梵
語
臣
風
留
置
の
音
写
。
漢
訳
は

情
信
士
、
近
事
男
、
善
宿
男
、
近
善
男
。
（
『
中
村
広
説
』
上
ｂ
・
二
○
）

（
船
）
優
婆
夷
Ⅱ
在
俗
の
女
性
信
者
。
信
女
。
優
婆
塞
に
同
意
。
巨
凰
鴬
色

の
音
写
で
清
信
女
、
近
善
如
、
近
事
女
、
近
宿
女
と
漢
訳
す
る
。
（
『
中

（
“
）
族
姓
子
Ⅱ
ｌ
、
良
家
の
子
。
正
し
い
信
仰
を
も
つ
人
。
立
派
な
男

子
。
善
良
な
紳
士
。
普
通
は
在
家
の
男
性
に
対
し
て
用
い
る
。
善
男

子
に
同
じ
。
２
、
比
丘
の
こ
と
を
称
し
て
い
う
こ
と
も
あ
る
。
「
中
村
』

（
髄
）
去
Ⅱ
注
（
網
）
参
照
。

（
“
）
阿
婆
孕
迦
曝
野
Ⅱ
形
容
詞
豊
富
急
〈
畏
れ
の
無
い
．
安
全
な
・
確
実

な
）
の
中
性
・
単
数
・
対
格
形
：
盲
看
目
と
名
詞
匿
国
（
為
す
こ
と
．

作
る
こ
と
）
の
格
限
定
複
合
語
：
旨
く
：
‐
百
団
意
の
男
性
・
単
数
・

与
格
形
号
冨
百
日
‐
百
国
憲
。
「
恐
怖
な
か
ら
し
む
る
も
の
に
」
の
意
。

国
曰
凹
彊
国
富
・
」
と
な
る
。

（
田
）
上
Ⅱ
「
阿
』
は
平
声
・
上
声
・
去
声
の
三
つ
の
声
調
が
あ
る
が
、
そ

己。、の。）

村
広
説
』
上
己
・
二
つ
）

の
中
の
上
声
で
読
め
と
い
う
指
示
。
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（
己
夜
叉
Ⅱ
八
部
衆
の
一
つ
で
、
も
と
も
と
は
人
を
食
ら
う
な
ど
の
悪

事
を
事
と
す
る
鬼
神
で
あ
る
が
、
須
弥
山
の
北
方
に
住
す
る
毘
沙

門
天
（
多
間
天
）
の
巻
属
と
し
て
の
夜
叉
は
、
帝
釈
天
の
譽
属
と
し

て
の
仁
王
尊
な
ど
の
夜
叉
と
と
も
に
、
仏
法
守
護
の
良
き
鬼
神
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
し
ば
し
ば
羅
刹
と
併
称
さ
れ
る
。
言
禅
学
』

（
、
）
百
千
倶
砥
・
百
千
倶
胆
恒
河
沙
数
・
百
千
恒
河
沙
Ⅱ
そ
れ
ぞ
れ
無
限
、

数
え
切
れ
な
い
を
表
現
す
る
語
。
（
『
中
村
広
説
』
上
亨
台
①
等
参
照
）

（
だ
）
色
力
Ⅱ
身
体
の
力
。
〈
『
中
村
広
説
』
中
や
２
ｍ
）

（
ね
）
善
根
Ⅱ
功
徳
の
も
と
。
良
い
報
い
を
受
く
べ
き
善
行
、
す
な
わ
ち

正
し
い
行
為
を
意
味
す
る
。
善
を
樹
の
根
に
職
え
て
い
う
。
「
中
村

（
わ
）
加
持
Ⅱ
祈
祷
、
ま
た
は
そ
の
儀
式
を
い
う
。
本
来
は
加
持
と
祈
祷

は
全
く
異
な
っ
た
概
念
で
あ
る
。
加
持
は
四
冒
吻
旨
冒
の
訳
で
、
確

立
な
い
し
は
決
意
の
義
か
ら
転
じ
て
加
護
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。

祈
祷
と
は
仏
菩
薩
の
冥
助
を
求
め
て
招
福
擾
災
を
祈
念
す
る
こ
と
で

あ
る
。
密
教
で
は
加
持
に
対
し
て
特
殊
な
解
釈
を
し
て
「
加
」
と
は

仏
の
大
悲
大
智
が
衆
生
に
加
わ
る
こ
と
、
「
持
」
と
は
衆
生
が
こ
れ
を

受
持
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
が
、
ま
た
あ
る
効
験
を
願
っ
て
特
定

の
陀
羅
尼
や
印
契
を
修
し
て
、
そ
の
効
験
を
念
じ
る
と
い
っ
た
呪
術

作
法
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
転
じ
て
祈

祷
と
同
義
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
今
泉
淑
夫
編

（
だ
）
羅
刹
Ⅱ
悪
鬼
の
通
名
。
人
畜
の
血
肉
を
食
ら
い
、
空
を
飛
び
、
地

さ
れ
て
い
る
。
士

已
」
国
璽
⑦
、
一
ｍ
四
コ
）

広
説
』
で
』
９
ｓ

『
日
本
仏
教
史
辞
典
』
で
．
］
ｇ
）
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（
配
）
如
法
Ⅱ
法
に
か
な
い
、

り
の
。
（
『
中
村
』
で
」
９
ｓ

〈
犯
）
正
解
Ⅱ
悟
り
。
（
『
中
村
広
説
』
中
己
・
玉
、
）

（
ね
）
梵
天
Ⅱ
仏
典
で
は
梵
天
は
仏
の
説
法
を
聴
き
、
仏
教
に
帰
依
し
、

仏
教
を
保
護
す
る
神
と
さ
れ
る
。
（
『
禅
学
』
己
・
二
ｇ
）

（
帥
）
怨
懲
Ⅱ
う
ら
み
あ
う
関
係
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
う
ら
み
そ
の
も

の
を
意
味
す
る
語
。
（
角
川
『
新
字
源
』
や
い
ｇ
）

（
団
）
檀
婆
羅
密
Ⅱ
梵
語
忌
冒
‐
凰
冒
己
薗
の
音
写
。
檀
婆
羅
密
多
と
も
布

施
波
羅
密
と
も
い
う
。
布
施
（
ほ
ど
こ
し
）
の
完
成
。
ま
た
、
布
施
を

（
方
）
仙
Ⅱ
印
度
一
般
に
存
在
す
る
行
者
。
巷

た
は
聖
仙
。
（
『
中
村
広
説
』
中
ロ
・
己
巴
）

（
布
）
婆
羅
門
Ⅱ
バ
ラ
モ
ン
。
司
祭
者
。
印
度
に
お
け
る
四
姓
（
カ
ー
ス
ト
）

の
最
高
位
。
梵
語
ヶ
図
ゴ
目
冒
の
音
写
。
（
『
中
村
広
説
』
下
で
．
］
②
ｇ
）

（
万
）
仙
Ⅱ
印
度
一
般
に
存
在
す
る
行
者
。
梵
語
国
、
漢
訳
で
は
仙
人
ま

施
波
羅
密
と
も
い
う
。
布
施
（
ほ
ど
こ
’

完
全
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

中
を
行
き
、
そ
の
行
動
は
敏
捷
に
し
て
畏
れ
ら
れ
た
。
普
通
に
は
夜

叉
羅
刹
と
か
悪
鬼
羅
刹
と
い
う
よ
う
に
し
ば
し
ば
併
称
さ
れ
て
用
い

ら
れ
ろ
。
（
『
禅
学
』
己
．
｝
９
－
）理
に
か
な
う
こ
と
。
仏
の
説
い
た
法
と
お
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【
口
語
訳
】

え
ん
く

焔
口
と
い
う
名
の
餓
鬼
を
救
う
た
め
の
陀
羅
尼
を
説
く
経
典

大
興
善
寺
の
三
蔵
沙
門
、
大
広
智
不
空
が
詔
を
頂
い
て
訳
す

か
び
ら
ま
ち
に
く
り
つ
な

そ
の
時
、
世
尊
は
迦
毘
羅
の
城
の
尼
拘
律
那
僧
院
に
お
い
て
、

そ
う
り
ょ

諸
も
る
の
立
派
な
比
丘
や
、
諸
も
る
の
菩
薩
、
無
数
の
聴
衆
に

囲
ま
れ
、
〔
彼
ら
の
〕
た
め
に
説
法
を
行
っ
て
い
た
。

先
の
よ
う
に
細
く
、
頭
髪
は
乱
』

て
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

お
し
え

そ
の
時
、
阿
難
は
静
か
な
場
所
で
〔
釈
尊
か
戸
Ｄ
〕
受
け
た
法

え
ん
く

を
一
人
瞑
想
し
て
い
た
。
そ
の
夜
の
夜
半
ｊ
Ｄ
過
ぎ
た
頃
、
焔
口

す
が
た
み
に
く

と
い
う
名
の
餓
鬼
が
現
れ
た
。
そ
の
形
は
醜
晒
／
、
、
身
体
は
枯

れ
木
の
よ
う
に
痩
せ
こ
け
、
口
の
中
で
火
が
燃
え
、
喉
は
針
の

先
の
よ
う
に
細
く
、
頭
髪
は
乱
れ
、
爪
と
歯
は
長
く
鋭
く
、
と

〔
そ
の
餓
鬼
は
〕
阿
難
の
前
に
立
っ
て
申
し
上
げ
た
、
「
こ
れ

か
ら
三
日
後
に
あ
な
た
の
命
は
尽
き
て
し
ま
い
、
こ
の
餓
鬼
〔
の

世
界
〕
に
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
。
そ
の
時
、
そ
の
言
葉
を

聞
い
た
阿
難
は
、
心
に
恐
怖
が
湧
き
起
こ
り
、
餓
鬼
に
質
問
し

た
、
「
も
し
私
が
死
後
に
餓
鬼
〔
の
世
界
〕
に
生
ま
れ
る
と
い
う

ほ
う
ば
う

の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
方
便
に
よ
れ
ば
〔
餓
鬼
道
に
落
ち

【
口
語
訳
】

め
ん
ね
ん

じ
ゅ
も
ん

面
然
と
い
う
名
の
餓
鬼
を
救
う
た
め
の
神
呪
を
説
く
経
典

う
て
ん

じ
っ
し
や
な
ん
だ

唐
代
の
干
闘
の
僧
、
実
叉
難
陀
訳
す

か
び
ら
ま
ち
に
く
り
つ
な

そ
の
時
、
世
尊
は
迦
毘
羅
の
城
の
尼
倶
律
那
僧
院
に
お
い
て
、

そ
う
り
ょ

諸
も
る
の
比
丘
や
、
諸
も
る
の
菩
薩
、
無
数
の
聴
衆
と
と
も
に

い
た
。
〔
彼
ら
に
〕
周
囲
を
囲
ま
れ
て
、
〔
彼
ら
の
〕
た
め
に
説
法

を
行
っ
た
。

そ
の
時
、
阿
難
は
清
浄
な
場
所
に
一
人
い
て
、
一
心
に
瞑
想

め
ん
ね
ん

し
て
い
た
。
そ
の
夜
の
夜
半
も
過
ぎ
た
頃
、
面
然
と
い
う
名
の

餓
鬼
が
現
れ
た
。

〔
そ
の
餓
鬼
は
〕
阿
難
の
前
に
立
っ
て
申
し
上
げ
た
、
「
こ
れ

か
ら
三
日
後
に
あ
な
た
の
命
は
尽
き
て
し
ま
い
、
こ
の
餓
鬼
〔
の

世
界
〕
に
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
。
そ
の
時
そ
の
言
葉
を
聞

い
た
阿
難
は
、
心
に
恐
怖
が
湧
き
起
こ
り
、
餓
鬼
に
質
問
し
た
、

わ
ざ
わ
い

「
私
に
そ
の
よ
う
な
災
禍
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
ら
、
ど
の
よ
う

ほ
う
ば
う

な
方
計
を
〔
実
行
〕
す
れ
ば
、
そ
の
苦
し
み
を
免
れ
る
こ
と
が
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そ
し
て
座
か
ら
立
っ
て
、
急
い
で
仏
の
所
に
至
り
、
五
体
役

ふ
る
わ
せ

地
し
て
、
仏
の
足
を
頂
礼
し
、
身
体
を
顧
懐
な
が
ら
仏
に
申
し

上
げ
た
、
「
願
わ
く
は
私
の
苦
し
み
を
お
救
い
く
だ
さ
い
。
ど

す
が
た

阿
難
は
、
こ
の
焔
口
〔
し
」
い
う
名
の
〕
餓
鬼
の
身
形
が
、
や

せ
細
り
衰
え
疲
れ
て
極
め
て
醜
く
、
口
中
に
火
が
燃
え
、
喉
が

針
先
の
よ
う
に
細
く
、
頭
髪
が
乱
れ
て
、
爪
と
歯
と
が
長
く
鋭

い
ざ
ま
を
見
た
上
に
、
こ
の
よ
う
な
道
理
に
合
わ
な
い
言
葉
を

聞
い
て
と
て
も
驚
き
怖
れ
、
全
身
の
毛
が
逆
立
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
餓
鬼
は
阿
難
に
申
し
上
げ
た
、
「
あ
な
た
が

明
日
、
数
限
り
な
い
餓
鬼
お
よ
び
多
く
の
婆
羅
門
や
仙
人
た
ち

虫
が
だ

に
布
施
を
行
う
の
に
、
一
人
一
人
に
〔
対
し
て
〕
摩
伽
陀
国
で

虫
Ｔ

こ
く

使
用
し
て
い
る
斜
で
一
人
一
人
に
一
石
の
飲
食
を
与
え
、
さ
ら

に
私
の
た
め
に
三
宝
に
供
養
す
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
が
で
き
、
私
に
こ
の
餓
鬼
〔
の
世
界
〕
の
苦
し
み

を
離
れ
て
天
上
〔
世
界
〕
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で

ろ
と
い
う
〕

う
か
」
と
。

し
よ
う
」
と
。

阿
難
は
、

そ
の
苦
し
み
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
。

Ｔ
が
た

〔
阿
難
は
、
こ
の
面
然
と
い
う
餓
鬼
の
身
形
が
、
や
せ
細
ｈ
ソ

衰
え
疲
れ
て
極
め
て
醜
く
、
顔
面
で
火
が
燃
え
、
喉
が
針
の
よ

う
に
細
く
、
頭
髪
が
乱
れ
て
、
体
毛
と
爪
と
が
長
く
鋭
く
、
身

体
に
重
荷
を
負
っ
〔
た
よ
う
に
腰
が
曲
が
っ
〕
て
い
る
の
を
見

た
上
に
、
こ
の
よ
う
な
道
理
に
合
わ
な
い
言
葉
を
聞
い
て
と
て

も
驚
き
怖
れ
、
全
身
の
毛
が
逆
立
っ
た
。

そ
し
て
座
か
ら
立
っ
て
、
急
い
で
仏
の
所
に
至
り
、
五
体
役

ふ
ろ
わ

地
し
て
、
仏
の
足
を
頂
礼
し
、
身
ｊ
Ｄ
心
も
戦
懐
せ
て
仏
に
申
し

ば
と
け

上
げ
た
、
「
私
迄
巳
お
救
い
く
だ
さ
い
、
世
尊
よ
。
私
を
お
救
い

そ
の
時
、
〔
そ
れ
を
聞
い
た
〕
餓
鬼
は
阿
難
に
告
げ
て
言
っ
た
、

「
あ
な
た
が
早
朝
、
数
限
り
な
い
餓
鬼
お
よ
び
多
く
の
婆
羅
門

ま
が
だ

や
仙
人
た
ち
に
布
施
を
行
う
の
に
、
摩
伽
陀
国
で
使
用
し
て
い

ま
す

ろ
斜
で
、
一
人
一
人
に
一
斗
の
飲
食
を
施
し
、
さ
ら
に
私
の
た

め
に
三
宝
に
供
養
す
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
が
で
き
、
私
に
こ
の
餓
鬼
〔
の
世
界
〕
の
苦
し
み
を
離
れ
て

天
上
〔
世
界
〕
に
生
ま
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
。
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そ
の
時
、
世
尊
は
阿
難
に
告
げ
て
言
っ
た
、
「
お
前
は
今
、

て
だ
て

怖
れ
る
こ
と
は
な
い
。
私
に
よ
い
方
便
が
あ
る
。
お
前
に
数
限

り
な
い
餓
鬼
お
よ
び
諸
も
る
の
婆
羅
門
や
仙
人
た
ち
に
種
々
の

し
ん
ぽ
い

飲
食
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
。
憂
悩
す
る
な
」

う
し
て
か
と
い
う
と
、
私
が
静
か
な
と
こ
ろ
に
じ
っ
と
し
て
、

お
し
え

〔
仏
よ
り
〕
授
け
ら
れ
た
法
を
瞑
想
し
て
い
る
と
、
焔
口
餓
鬼

が
現
れ
て
、
私
に
告
げ
て
言
い
ま
し
た
、
『
あ
な
た
は
三
日
た
っ

た
ら
、
き
っ
と
命
が
な
く
な
っ
て
、
餓
鬼
〔
の
世
界
〕
に
生
ま

れ
る
で
し
ょ
う
』
と
。
私
は
〔
餓
鬼
に
〕
質
問
し
ま
し
た
、
『
ど

う
し
た
ら
私
は
こ
の
苦
し
み
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
だ
ろ
う

か
』
と
。
餓
鬼
は
答
え
て
言
い
ま
し
た
、
『
あ
な
た
は
今
、
数
限

り
な
い
餓
鬼
お
よ
び
多
く
の
婆
羅
門
や
仙
人
た
ち
に
種
々
の
飲

食
を
施
す
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
寿
〔
命
〕
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
』
と
。
世
尊
よ
、
私
は
今
ど
う
す
れ
ば
若
干
の

餓
鬼
や
仙
人
た
ち
の
食
事
を
工
面
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う

む
り
よ
ろ
い
と
く
じ
ざ
い
こ
う
み
ょ
っ
し
ゅ
し
よ
う
み
ょ
う
り
ざ

仏
は
阿
難
に
生
□
げ
た
、
「
『
無
量
威
徳
自
在
光
明
殊
勝
妙
力
』

と
な

と
い
う
名
前
の
陀
羅
尼
が
あ
る
。
Ｊ
四
）
し
こ
の
陀
羅
尼
を
調
え
ろ

と
。

か
」
と
。

そ
の
時
、
世
尊
は
阿
難
に
告
げ
て
言
っ
た
、
「
お
前
は
怖
れ

す
ぐ
て
だ
て

る
こ
と
は
な
い
。
異
れ
た
方
便
が
あ
る
。
お
前
に
こ
の
よ
う
な

餓
鬼
や
諸
も
る
の
婆
羅
門
お
よ
び
仙
人
た
ち
に
食
事
を
施
す
こ

し
ん
ぽ
い

と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
。
憂
悩
す
る
な
」
と
。

ば
と
け

お
わ
っ
て

く
だ
さ
い
、
善
逝
よ
・
〔
私
は
〕
今
か
ら
一
二
日
た
つ
と
命
が
終
尽

し
ま
い
ま
す
。
昨
夜
、
あ
る
面
然
餓
鬼
が
現
れ
て
、
私
に
告
げ

て
言
い
ま
し
た
、
『
あ
な
た
は
三
日
で
必
ず
命
が
尽
き
、
餓
鬼
〔
の

世
界
〕
に
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
』
と
。
私
は
〔
餓
鬼
に
〕
質
問
し

ぼ
う
ぼ
う

ま
し
た
、
『
ど
ん
な
方
計
で
、
こ
の
苦
し
み
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
』
と
。
餓
鬼
は
答
え
て
言
い
ま
し
た
、
『
あ
な

た
が
も
し
数
限
り
な
い
餓
鬼
お
よ
び
多
く
の
婆
羅
門
と
諸
も
る

の
仙
人
た
ち
に
飲
食
を
施
す
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
寿
〔
命
〕
を

延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
』
と
。
世
尊
よ
、
私
は
ど
う

す
れ
ば
こ
の
苦
し
み
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

い
っ
さ
い
と
つ
こ
う
む
り
よ
う
い
り
ざ

仏
は
阿
難
に
告
げ
て
一
三
口
っ
た
、
「
『
一
切
徳
光
無
量
威
力
』
と

と
な

い
う
名
前
の
陀
羅
尼
が
あ
る
。
ｊ
じ
し
こ
の
陀
羅
尼
を
調
え
る
者
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者
が
い
れ
ば
、
数
限
り
な
い
餓
鬼
お
よ
び
婆
羅
門
や
仙
人
た
ち

す
ば
ら
し
い

に
上
妙
飲
食
を
十
分
足
り
る
よ
う
に
し
、
こ
の
よ
う
な
人
々
そ

ま
ず

れ
ぞ
れ
皆
な
が
摩
伽
陀
国
で
用
い
る
劇
で
四
十
九
石
の
食
を
得

る
だ
ろ
う
。

か
ん
じ
ざ
恥

阿
難
よ
、
私
は
前
世
に
婆
羅
門
で
あ
っ
た
と
き
に
、
観
自
在

ぼ
さ
つ

せ
け
ん
じ
ざ
い
い
と
く
に
よ
ら
い

菩
薩
の
所
お
よ
び
世
間
自
在
威
徳
如
来
の
所
で
、
こ
の
陀
羅
尼

を
授
か
っ
た
の
で
、
無
量
の
餓
鬼
お
よ
び
諸
も
る
の
仙
人
た
ち

に
種
々
の
飲
食
を
分
け
与
え
、
諸
も
る
の
餓
鬼
を
苦
し
み
を
受

ぬ
け
だ

け
て
い
る
肉
体
か
ら
解
脱
さ
せ
、
天
上
世
界
に
生
ま
れ
さ
せ

〔
る
こ
と
が
で
き
〕
た
。
阿
難
よ
、
お
前
は
今
〔
こ
の
陀
羅
尼
を
〕

お
ぼ
え
て

ふ
え

受
持
お
け
ば
、
福
徳
も
寿
命
も
共
に
増
長
ろ
だ
ろ
う
」
と
。

そ
の
時
、
世
尊
は
阿
難
の
た
め
に
陀
羅
尼
を
説
い
て
言
っ
た
、

「鋤鳶職聯〔汗は〕パドもＭじ。低僻騨蹴〔鹸川を〕仲ぱす・〔ここまでが〕
節呵．騨蹴〔廠鐙〕仰ぱす・糾擶〔ここまでが〕鋪１噸〔府を〕仰ぱす．（こ
こ童でが〕節…糊．ヨ歩椰〔で純⑰〕跡勝一藤榊峨〔…〕伽ばす・〔こ
こまでが〕節Ⅶ句。」

だ
ん
せ
印
じ
よ
せ
い

仏
は
阿
難
に
上
ｐ
げ
た
、
「
立
派
な
男
子
・
女
人
で
、
長
寿
で

が
あ
れ
ば
、
数
限
り
な
い
餓
鬼
お
よ
び
数
多
く
の
婆
羅
門
や
諾

も
ろ
の
仙
人
た
ち
に
〔
食
事
を
〕
施
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な

り
、
〔
そ
れ
ら
の
餓
鬼
、
婆
羅
門
、
仙
人
た
ち
の
〕
前
に
各
お
の

ま
ず

摩
伽
陀
の
解
で
四
石
九
斗
の
飲
食
が
あ
ろ
う
」
と
。

仏
は
阿
難
に
告
げ
て
言
っ
た
、
「
私
は
、
前
世
で
か
つ
て
婆

か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ

せ
け
ん
Ｕ
ざ
い
と
く
り
さ
に
よ
ら
い

羅
門
だ
っ
た
時
、
観
世
立
曰
菩
薩
お
よ
び
世
間
自
在
徳
力
如
来
の

所
で
、
こ
の
陀
羅
尼
を
授
か
っ
た
。
私
は
す
ぐ
さ
ま
こ
の
陀
羅

尼
の
力
で
、
無
量
無
数
の
餓
鬼
お
よ
び
婆
羅
門
や
仙
人
た
ち
の

食
〔
事
〕
を
十
分
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
諸
も

る
の
餓
鬼
に
食
〔
事
〕
を
施
し
た
の
で
、
〔
餓
鬼
た
ち
は
〕
そ
の

ぬ
け
だ

身
体
を
捨
離
し
て
、
天
上
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
阿
難

お
ぼ
え

よ
、
お
前
は
今
、
こ
の
陀
羅
尼
を
受
持
て
、
き
っ
と
自
分
で
身

を
護
り
な
さ
い
」
と
。

そ
こ
で
呪
を
説
い
て
言
っ
た
、

「搬勝鱈紳〔瀧川は〕パ・ドもⅢじ・性他撒多術〔で縫な〕・人仰で鋼える．
縛跡榔禰〔ここまでが〕節・句・噸一一ｋ脚〔宇砿えろ〕・下も側じ・腕〔商
は〕ハツ。下もⅢじ．聯三一蹴嚇〔ここまでが〕鄭一刺・勝聡．γを合わせ〔て
．Ｍで説な〕。〔ここまでが〕節》．。句。」

仏
は
言
っ
た
、
「
阿
難
よ
、
も
し
こ
の
食
べ
物
を
施
す
作
法

】１７



く
ど
く
ぞ
う
か

福
徳
が
増
栄
し
、
速
や
か
に
布
施
の
行
を
や
ｈ
ソ
遂
げ
る
こ
と
が

あ
ざ

し
よ
う
が
い

で
き
、
晨
朝
山
Ｕ
ど
ん
な
時
も
い
つ
で
も
ま
っ
た
く
障
擬
が
な
い

こ
と
を
求
め
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、
一
つ
の
清
浄
な
器
を
持
つ

お
も
ゆ

て
き
て
、
清
浄
な
水
を
盛
ｈ
ソ
、
飲
麩
や
餅
・
飯
な
ど
を
少
し
ば

か
り
中
に
入
れ
、
右
手
で
〔
そ
の
〕
器
を
持
っ
て
、
先
の
陀
羅

と
な

尼
を
満
七
遍
調
え
て
か
芦
ワ
、
〔
次
に
示
す
〕
四
如
来
の
名
号
を
称

ナ
ウ
ポ
タ
ホ
ウ
ニ
ョ
ラ
イ

「
南
謨
多
宝
如
来
。

鰯瀞蝉去蔵〔で抗む〕・識繍蔽〔ここまでが〕第一句・鈎囎一宇を合わせ
〔て一柚で挑む〕・柵〔府を〕伸ばす．瞬鵬慨鍵：一合わせ〔て一拍で鉈⑥〕”
野但佗〔府を〕伸ばす．騨噺〔…〕伸ばす．聯（ここまでが〕翔側」
ヤ
タ
タ
ー

と
な
ざ
と
う

「
多
宝
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
す
る
か
ら
、
一
切
の
餓

も
の
お
し
み

鬼
た
ち
が
多
生
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
て
二
ご
た
樫
倍
の
悪
業
を

打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
、
〔
餓
鬼
た
ち
の
〕
罪
障
が
消
滅
し
て
、

く
ど
く
か
ん
ぜ
ん

即
座
に
福
徳
が
円
満
に
な
ろ
う
」
。

え
な
さ
い
」
。

ナ
ウ
ポ
ミ
コ
ウ
シ
キ
シ
ン
ニ
団
ラ
イ

「
南
謨
妙
色
身
如
来
。

鍵謝欝識縛禰〔ここまでが〕輔一句。菊騨二塗川を合わせ〔て一拍で銃む〕・
播〔高を〕伸ばす．聯低豚（薇を〕伸ばす。瀞勝聯〔ここまでが〕節二句・」
パ
ー

じ
ゅ
も
ん

ざ
と
う

「
妙
色
身
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
す
る
か
ら
、
諸
々
の

を
実
施
し
よ
う
と
思
う
者
は
、
ま
ず
飲
食
を
持
っ
て
き
て
清
浄

う
つ
わ

と
な

な
盤
器
の
中
に
置
き
、
こ
の
陀
羅
尼
呪
を
調
え
て
、
〔
お
供
え

す
る
飲
〕
食
に
七
遍
呪
文
を
か
け
、
門
の
内
側
に
立
っ
て
、
腕

う
つ
わ

を
戸
の
外
に
伸
ば
し
、
盤
を
清
浄
な
地
面
に
置
い
て
、
指
を
七

回
鳴
ら
し
な
さ
い
。

1１８



餓
鬼
の
、
醜
く
卑
し
い
悪
し
き
姿
を
打
ち
破
り
、
そ
の
ま
ま
〔
仏

の
よ
う
な
〕
美
し
い
姿
を
完
全
に
具
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
。

＞

ご）
Ｌ－

Ｏ

じ
ゅ
も
ん
と
な
ざ
と
う

「
広
博
身
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
す
る
か
ら
、
〔
針
の
し
士

の
ど

そ
な
え
も
の

う
に
首
が
細
い
〕
諸
々
の
鬼
の
咽
喉
迄
巴
広
げ
て
、
施
し
た
食
物

を
欲
し
い
ま
ま
に
〔
食
べ
さ
せ
、
〕
満
腹
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
よ

じ
ゅ
も
ん
と
な
ざ
と
う

「
雛
怖
畏
如
来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
す
る
か
｛
ワ
、
諸
々
の

お
そ
れ

〔
餓
〕
鬼
の
一
切
の
怖
畏
を
悉
く
除
き
去
ｈ
ソ
、
餓
鬼
の
世
界
か

ら
離
れ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
」
と
。

仏
が
阿
難
に
告
げ
た
、
「
立
派
な
男
子
た
ち
よ
、
四
つ
の
如

き
と
う

来
の
名
号
を
称
え
て
加
持
し
お
わ
っ
た
な
ら
、
指
を
七
遍
鳴
ら

ナ
ウ
ポ
コ
ウ
ハ
ク
シ
ン
ニ
ョ
ラ
イ

「
南
謨
広
榑
身
如
来
。

ナ
ウ
ポ
リ
ブ
イ
ー
ー
ョ
ラ
イ

「
南
謨
離
怖
畏
如
来
。

騨瀞輿上川〔で焼む〕・識卿荊〔ここまでが〕鋼句・卿止抑〔で雌⑪〕・
婆公川〔で腕む〕・懸岬噸〔舟を〕仲ぱす・跡性修飾〔で挑む〕・蝉

仲ぱす・騨瞬齢〔ここまでが〕輔跡．
」

襲
謨
（
…
〕
…
脅
諏
聯
禰
（
こ
こ
ま
で
が
〕
：
屏
榊
鰯
講
濡
を
〕

ナ
ウ
ポ
ー

伸ばす．⑪蝿一所を合わせて（．柚で焼み〕．〔池川を〕伸ばす．聯低僻〔商を〕

畷〔行を〕仲ぱす・卿〔ここまでが〕鏑一句．
タ
ー

」

こ
の
施
し
を
な
し
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
四
方
に
数
え
き

れ
な
い
無
数
の
餓
鬼
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
一
人
一
人
の
餓
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し
て
、
食
器
を
清
浄
な
地
面
か
ら
取
り
上
げ
、
腕
を
伸
ば
し
て

〔
そ
の
中
味
を
地
面
の
上
に
〕
注
ぎ
な
さ
い
。
そ
の
施
し
を
な

し
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
四
方
に
数
え
き
れ
な
い
無
数
の
餓

ま
ず

鬼
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
前
に
各
々
マ
ガ
ダ
国
の
〔
升
で
〕

こ
く

七
七
〔
四
十
九
〕
料
の
食
べ
物
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
〔
そ
し

て
〕
こ
の
食
べ
物
を
受
け
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、
み
ん
な
腹
一
杯

に
な
り
、
そ
の
も
ろ
も
ろ
の
餓
鬼
た
ち
は
、
こ
と
ご
と
く
餓
鬼

の
身
を
捨
て
て
天
上
〔
世
界
〕
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
。

阿
難
よ
、
若
し
、
比
丘
や
比
丘
尼
、
在
俗
の
男
性
や
女
性
の

信
者
が
い
つ
も
こ
の
真
言
や
四
如
来
の
名
号
を
〔
唱
え
、
〕
食
物

ざ
と
う

に
加
持
し
て
餓
鬼
に
施
す
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
〔
彼
ら
は
〕
無
量

く
ど
く

の
福
徳
を
完
全
に
具
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

く
ど
く

〔
こ
の
福
徳
は
〕
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
如
来
に
供
養
す
る
功

か
つ
り
よ
く

徳
と
ま
っ
た
く
変
わ
り
な
く
、
寿
命
は
延
長
し
、
色
力
は
い
よ

ぜ
ん
ど
ん
そ
な

い
よ
増
し
、
善
根
は
具
足
わ
り
、
一
切
の
人
間
以
外
の
も
の
や
、

夜
叉
、
羅
刹
、
諸
も
る
の
悪
し
き
鬼
神
は
む
や
み
に
害
を
加
え

く
ど
く

そ
な
わ

る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
無
量
の
福
徳
と
寿
命
が
成
就
ろ
で
あ
る

浄
７
．

ま
た
言
っ
た
、
「
阿
難
よ
、
あ
る
い
は
比
丘
・
比
丘
尼
や
在

家
の
男
性
や
女
性
の
信
者
が
も
し
も
普
段
一
生
懸
命
に
こ
の
陀

た
ぺ
も
の

羅
尼
を
唱
え
て
、
ま
た
飲
食
を
献
ず
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

そ
な
え

た
ち
ま
ち
に
〔
彼
ら
は
〕
無
量
の
功
徳
を
具
足
て
、
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
が
で
き
、
た
ち
ま
ち
に
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
如
来

に
供
養
し
た
〔
の
と
同
じ
〕
功
徳
を
成
就
し
、
顔
色
は
清
ら
か
で
、

威
徳
が
あ
っ
て
記
憶
力
も
優
れ
た
も
の
と
な
り
、
一
切
の
人
間

や
し
ゃ
ら
せ
つ

以
外
の
も
の
、
歩
多
鬼
な
ど
〔
の
鬼
神
〕
や
、
夜
叉
・
羅
刹
な

ら
び
に
諸
々
の
餓
鬼
は
、
皆
こ
の
人
を
畏
れ
て
、
見
る
に
耐
え

ら
れ
な
い
心
持
ち
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
〔
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
〕か
ん

こ
の
人
は
偉
大
な
力
で
〔
解
脱
を
〕
勤
め
求
め
る
〔
能
力
〕
を
成

ま
ず

鬼
の
前
に
、
各
々
マ
ガ
ダ
国
の
斜
で
四
石
九
斗
の
飲
食
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
餓
鬼
た
ち
は
誰
も
が
み
ん
な
腹
一
杯
に
な
る
だ

ろ
う
。
〔
そ
し
て
〕
こ
の
食
べ
物
を
食
べ
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、
こ

と
ご
と
く
餓
鬼
の
身
を
捨
て
て
、
残
ら
ず
天
〔
上
世
界
〕
に
生

ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
。
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ば
ら
も
ん

Ｊ
Ｕ
し
諸
々
の
婆
羅
門
や
仙
人
た
ち
に
施
し
を
し
よ
う
と
思
う

た
ぺ
も
の

な
ら
ば
、
浄
ら
か
な
飲
食
を
一
つ
の
器
に
山
の
よ
う
に
盛
ｈ
ソ
つ

き
と
う

け
て
、
前
の
真
言
を
一
一
七
〔
十
四
〕
週
唱
え
て
加
持
し
、
浄
ら

か
な
流
水
の
中
に
投
げ
入
れ
な
さ
い
。
こ
の
よ
う
に
や
り
終

お
い
た
ぺ
も
の

わ
っ
た
な
ら
ば
、
天
界
の
諸
々
の
美
妙
１
」
い
飲
食
を
、
数
え
切

ば
ら
も
ん

れ
な
い
ほ
ど
の
婆
羅
門
や
仙
人
に
供
養
し
た
こ
し
」
に
な
ろ
う
。

廷
と
う

か
の
諸
々
の
仙
人
た
ち
は
加
持
し
た
食
物
を
得
る
の
で
、
〔
食

物
に
込
め
ら
れ
た
〕
呪
の
威
徳
に
よ
っ
て
、
各
々
の
も
と
も
と

ね
が
い

の
所
願
で
あ
る
善
功
徳
を
成
就
↑
し
て
、
各
々
が
同
時
に
誓
願
を

発
し
て
言
う
で
あ
ろ
う
、
『
願
わ
く
は
〔
我
等
に
〕
食
物
を
施
し

い
の
ち

か
ら
だ
げ
ん
こ
う

て
く
れ
た
人
の
寿
命
が
延
長
’
し
、
色
力
が
安
楽
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。
ま
た
、
そ
の
人
が
心
で
見
聞
す
る
と
こ
ろ
〔
の
も
の
〕

ざ
と
り

が
、
清
浄
な
る
正
解
と
な
り
、
梵
天
の
威
徳
が
身
に
き
ち
ん
と

備
わ
っ
て
、
梵
天
の
行
が
行
え
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
如
来
に
供
養
〔
し
て
得
ら
れ
〕
ろ
功
徳
と
同
じ

か
た
き

ょ
う
に
、
一
切
の
怨
醗
が
〔
そ
の
人
力
こ
〕
侵
害
で
き
ま
せ
ん
よ

●
よ
う
に
、

う
に
』
と
。

あ
る
い
は
比
丘
や
比
丘
尼
、
在
俗
の
男
性
や
女
性
の
信
者
が
、
あ
る
い
は
比
丘
や
比
丘
尼
、
在
俗
の
男
性
や
女
性
の
信
者
が
、

せ
い

就
さ
せ
完
全
に
具
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
。

ま
た
言
っ
た
、
「
阿
難
よ
、
も
し
婆
羅
門
や
仙
人
に
食
物
を

た
べ
も
の

施
そ
う
し
」
思
う
者
が
い
れ
ば
、
か
な
ら
ず
飲
食
を
鉢
の
中
い
つ

だ
ら
に

ぱ
い
に
盛
出
リ
、
こ
の
陀
羅
尼
呪
を
唱
え
よ
。
食
物
に
七
週
呪
を

モ
モ

く
り
返
し
て
〔
唱
え
〕
、
流
水
の
中
に
潟
げ
ぱ
、
数
限
り
な
いた
ぺ

ほ
ど
の
婆
羅
門
や
諸
々
の
仙
人
た
ち
に
、
天
に
あ
ヱ
》
よ
う
な
飲

筌
も
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん

食
を
具
足
に
献
上
し
た
こ
Ｌ
」
に
な
る
。
そ
の
婆
羅
門
や
仙
人
等

か
ら
だ

は
こ
の
食
べ
物
を
食
べ
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、
五
根
の
不
具
〈
ロ
は

な
く
な
り
、
円
満
に
〔
何
欠
け
る
こ
と
な
く
〕
安
穏
な
心
の
安

お
こ

ら
ぎ
を
得
三
）
で
あ
ろ
う
。
〔
そ
し
て
〕
各
々
そ
の
願
い
を
発
し

て
〔
食
べ
物
を
〕
施
し
た
人
を
〔
次
の
様
に
〕
讃
歎
す
る
で
あ
ろ

う
、
『
そ
の
食
べ
物
を
施
し
た
人
は
、
心
が
清
浄
と
な
り
、
速

剴
』
し
』

や
か
に
梵
天
の
威
徳
を
証
っ
て
、
つ
ね
に
清
ら
か
な
行
い
を
修

か
ん
ぜ
ん

め
、
数
限
恥
リ
な
い
如
来
に
供
養
す
る
功
徳
を
具
足
に
成
就
し
て
、

諸
々
の
怨
敵
に
対
し
て
常
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
』

●し」。
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も
し
仏
法
僧
〔
の
三
〕
宝
に
供
養
を
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、

は
な

た
べ
も
の

か
な
ら
ず
香
華
と
浄
ら
か
な
飲
食
を
も
ち
い
、
前
の
真
二
ロ
を

二
十
一
通
唱
え
て
加
持
し
て
三
宝
に
献
上
し
な
さ
い
。
こ
の
〔
供

養
を
行
っ
た
〕
立
派
な
男
子
と
女
人
は
、
天
の
ご
ち
そ
う
の
〔
殊

あ
ら
ゆ
ろ

に
〕
美
味
な
る
も
の
を
、
十
方
世
界
に
満
ち
満
ち
て
い
る
仏
法

僧
の
三
宝
に
献
上
供
養
し
た
こ
と
と
な
る
し
、
ま
た
、
〔
三
宝
を
〕

ま
ね
よ
る
こ

讃
歎
し
勧
請
き
随
喜
ぶ
と
い
う
功
徳
〔
を
積
む
こ
と
〕
と
な
り
、

お
も

つ
れ
に
諸
仏
に
憶
念
わ
れ
、
称
賛
さ
れ
、
諸
々
の
天
〔
上
世
界
〕

に
い
る
善
き
神
々
が
つ
ね
に
擁
護
し
に
や
っ
て
来
て
、
す
ぐ
さ

じ
ょ
う
じ
ゆ

ま
布
施
行
が
満
足
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お
ま
え

阿
難
よ
、
汝
は
私
の
一
一
一
口
葉
に
従
っ
て
教
え
の
通
り
に
修
行
を

し
、
〔
こ
の
仏
の
教
え
を
〕
説
き
広
め
、
諸
々
の
衆
生
が
〔
そ
の

教
え
を
〕
余
す
こ
と
な
く
見
聞
し
て
無
量
の
福
徳
を
享
受
で
き

ぐ
え
ん
く
が
き
び
⑨
う
ぐ
し
ゆ

る
よ
う
に
さ
せ
な
さ
い
。
こ
の
経
典
を
『
救
焔
口
餓
鬼
及
苦
衆

し
よ
う
だ
ら
に
包
よ
う

生
陀
羅
尼
経
（
焔
ロ
餓
鬼
及
び
苦
し
み
し
衆
生
を
救
う
陀
羅
尼
の
経
）
』

お
ま
え
お
ぼ
え

と
名
付
け
る
。
こ
の
〔
経
典
の
〕
名
前
を
、
汝
は
奉
持
て
お
き

な
さ
い
」
と
。

す
べ
て
の
聴
衆
お
よ
び
阿
難
た
ち
は
、
仏
が
説
く
の
を
聞
き

お
え
る
と
、
〔
こ
の
教
え
を
〕
心
か
ら
信
奉
し
、
歓
喜
し
て
実
践

も
し
全
て
の
三
宝
に
供
養
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
か
な
ら
ず

は
な
た
ぺ
も
の

香
華
や
飲
食
を
き
ち
ん
と
準
備
し
て
、
こ
の
陀
羅
尼
を
唱
え
、

は
な

だ
ら
に

施
そ
う
と
し
て
い
る
食
物
や
香
華
な
ど
に
一
一
十
一
週
呪
を
く
り

返
し
て
〔
唱
え
て
か
ら
〕
、
三
宝
に
供
養
し
な
さ
い
。
〔
そ
う
す

れ
ば
、
〕
こ
れ
ら
立
派
な
男
子
や
女
人
ら
は
諸
天
の
最
上
の
供

か
ん
ぜ
ん
な
し

物
や
こ
の
上
も
な
い
供
物
を
〔
献
上
す
る
こ
と
を
〕
具
足
に
成

と
げ

く
に

就
て
、
す
べ
て
の
如
来
や
〔
そ
の
如
来
の
〕
刹
土
の
一
二
宝
を
尊

重
し
讃
歎
し
〔
た
こ
と
に
な
り
〕
、
諸
仏
は
〔
こ
の
善
男
子
や
善か
み

女
人
の
こ
と
を
〕
深
く
記
憶
し
、
褒
め
称
え
る
し
、
〔
ま
た
〕
諾

が
み

天
は
〔
彼
ら
を
〕
助
け
護
る
で
あ
ろ
う
」
と
。

ゆ

仏
は
一
一
一
口
わ
れ
た
、
「
去
け
、
阿
難
よ
・
き
っ
と
自
ら
の
身
を
〔
こ

の
経
典
に
よ
っ
て
〕
護
り
な
が
ら
、
広
く
諸
も
る
の
衆
生
の
た

め
に
〔
こ
の
経
典
を
〕
説
い
て
、
諸
も
る
の
衆
生
に
無
量
の
功

徳
を
完
全
に
具
備
さ
せ
、
〔
将
来
〕
生
ま
れ
〔
変
わ
〕
る
世
〔
界
〕
で
、

あ

い
つ
も
数
え
切
れ
な
い
程
多
く
の
諸
仏
た
ち
に
値
え
る
よ
う
に

さ
せ
な
さ
い
」
と
。

〔
以
上
で
〕
『
仏
説
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
経
罠
終
わ
り
。
〕
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し
た
。

〔
以
上
で
頁
仏
説
救
抜
焔
ロ
餓
鬼
陀
羅
尼
経
罠
終
わ
り
〕
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薪
騨
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

や
す
な
が
そ
ど
う

の
ぐ
ち
ぜ
ん
け
い

安
永
祖
堂
一
九
五
六
年
愛
媛
県
生
ま
れ
。
花
園
大
学
卒
業
。
野
口
善
敬
一
九
五
四
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
九
州
大
学
大
学

天
龍
寺
国
際
禅
堂
師
家
。
大
阪
府
松
雲
寺
住
職
。

院
博
士
課
程
中
退
。
福
岡
県
長
性
寺
住
職
。
妙
心

花
園
大
学
教
授
。

寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
福
岡
女
子

大
学
非
常
勤
講
師
。

か
さ
い
こ
う
ゆ
う

葛
西
好
雄
胤
迩
譲
繼
騨
逵
議
議
熊
講
献
騨
蝋
薩
誌
一
九
五
・
年
東
京
都
生
ま
れ
・
学
習
院
大
学
大

住
職
。

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
。
東
京
都
金
龍
寺
住
職
。

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。

た
け
な
か
ち
た
い

竹中智泰胤私鈍率艀藝椎畔鍛、率辨舞唇鐸》』噸需斡鄙鰍鮮靴鮒雛雌一ら虹一九五九年島根県生まれ・早稲田大学大
大
学
（
教
育
学
部
）
教
授
。

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
。
島
根
県
観
音
寺
住
職
。

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
花
園

罫
む
ら
し
ゅ
ん
げ
ん

木
村
俊
彦
一
九
四
○
年
京
都
府
生
ま
れ
。
東
北
大
学
大
学

大
学
非
常
勤
講
師
。

院
博
士
課
程
修
了
。
京
都
府
養
徳
院
先
副
住
職
。
と
く
し
げ
か
ん
ど
う

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
教
授
。
国
際
仏
教
文
化
徳
重
寛
道
一
九
六
六
年
北
海
道
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
大

研
究
所
長
。
文
学
博
士
（
東
北
大
学
）
。

学
院
修
士
課
程
修
了
。
北
海
道
明
心
寺
住
職
。
妙

心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。

ひ
ろ
た
そ
う
げ
ん

廣
田
宗
玄
胤
迩
識
麗
臘
鯉
艤
野
鰄
鰭
杙
孵
萎
謹
一
九
七
・
年
大
分
県
生
ま
れ
・
東
洋
大
学
卒
業
・

心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
教
学
研
究
委
員
。
文
学
博

大
分
県
曹
源
寺
住
職
。
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー

士
（
花
園
大
学
）

教
学
研
究
委
員
。
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【
編
集
後
記
】

「
読
書
百
遍
、
意
自
ず
か
ら
通
ず
」
と
言
う
が
、
毎
朝
お
経
を
論
ん
で
い
な
が
ら
、
一
向
に
「
通
じ
る
」
気
配
が
な
い
。
南
宋

の
大
慧
宗
杲
禅
師
は
「
禅
は
仏
の
心
で
、
教
は
仏
の
口
だ
（
禅
是
仏
心
、
教
是
仏
口
）
」
（
『
大
慧
普
説
』
巻
四
）
と
言
い
、
元
の
中
峰
明

本
禅
師
は
「
禅
は
文
字
を
離
れ
た
経
で
あ
り
、
経
は
文
字
が
あ
る
禅
だ
（
禅
即
離
文
字
之
教
、
経
即
有
文
字
之
禅
）
」
（
『
東
語
西
話
統
集
』

巻
上
）
と
述
べ
ら
れ
た
。
だ
か
ら
、
禅
宗
坊
主
た
る
も
の
、
せ
め
て
自
分
が
唱
え
て
い
る
経
典
く
ら
い
「
通
じ
る
」
よ
う
勉
強
せ

れ
ば
と
何
時
も
思
い
な
が
ら
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。
教
学
研
究
委
員
会
で
ほ
そ
ぽ
そ
と
経
典
の
訳
注
を
続
け
て
い
る
の

は
、
不
勉
強
な
が
ら
も
そ
の
思
い
を
少
し
で
も
遂
げ
た
い
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

早
い
も
の
で
創
刊
号
を
発
刊
し
て
か
ら
一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
第
二
号
を
出
す
に
当
た
っ
て
、
怠
惰
な
私
と
違
っ
て
日
々

研
讃
を
積
み
重
ね
て
お
ら
れ
る
諸
大
徳
よ
り
、
貴
重
な
原
稿
を
た
く
さ
ん
寄
せ
て
頂
い
た
。
花
園
大
学
教
授
の
安
永
祖
堂
老
師

か
ら
は
禅
門
の
雑
誌
を
飾
る
に
相
応
し
い
玉
稿
を
頂
戴
し
、
宗
門
の
碩
学
で
あ
る
竹
中
智
泰
師
お
よ
び
木
村
俊
彦
師
か
ら
は
、

お
忙
し
い
中
ご
無
理
を
お
願
い
し
て
、
論
文
と
資
料
紹
介
を
そ
れ
ぞ
れ
賜
っ
た
。
ま
た
、
洞
門
の
葛
西
好
雄
師
か
ら
は
禅
門
の

戒
に
関
す
る
貴
重
な
研
究
を
載
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
論
文
を
投
稿
い
た
だ
い
た
廣
田
宗
玄
師
は
花
園
大
学
大
学
院
の

課
程
博
士
第
一
号
で
あ
り
、
宗
門
に
お
け
る
新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
。
諸
師
に
対
し
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

た
だ
、
諸
事
情
に
よ
り
発
刊
が
大
幅
に
遅
れ
、
寄
稿
頂
い
た
方
々
に
多
大
の
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ
た
。
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

既
に
頭
の
中
は
第
三
号
の
編
集
の
こ
と
で
一
杯
だ
が
、
特
に
若
い
学
僧
か
ら
の
投
稿
を
渇
望
し
て
や
ま
な
い
。
「
何
ご
と
も
怠

け
て
得
ら
れ
た
た
め
し
は
な
い
（
未
曾
有
一
法
従
獺
惰
僻
怠
中
得
）
」
（
曾
陽
禅
師
語
録
』
）
。
宗
門
を
挙
げ
て
共
に
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
切
に
願
う
だ
け
で
あ
る
。
尚
、
英
文
題
目
に
つ
い
て
は
、
長
興
寺
住
職
・
松
下
宗
柏
師
の
御
指
導
を
得
た
。
感
謝
の
念
を
付

記
し
た
い
。

（
野
口
善
敬
記
）
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冒
臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
』
論
文
執
筆
要
項
】

《
締
め
切
り
》

《
発
刊
》

《
応
募
先
》

《
枚
数
》

《
書
式
》

《
テ
ー
マ
》

毎
年
十
二
月
末
日

翌
年
四
月
（
予
定
）

臨
済
宗
を
中
心
と
し
た
禅
宗
に
関
す
る
も
の
。

（
た
だ
し
、
仏
教
全
般
に
亙
る
内
容
で
、
宗
学
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
。
）

原
稿
用
紙
四
十
枚
程
度
（
注
を
含
む
）

・
本
文
は
日
本
語
と
す
る
。

・
縦
書
き
を
原
則
と
す
る
。
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
等
の
資
料
を
中
心
と
し
た
論
文
の
場
合
は
、
横
書
き
も
認
め
る
。
）

・
本
文
・
資
料
共
に
漢
字
は
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
を
用
い
る
。

・
資
料
と
し
て
書
き
下
し
文
を
用
い
る
場
合
、
仮
名
遣
い
は
新
旧
任
意
と
す
る
。

・
資
料
を
口
語
訳
し
た
場
合
に
は
必
ず
原
文
を
付
す
。

・
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
、
打
ち
出
し
原
稿
と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
を
提
出
の
こ
と
。

〒
六
一
六
’
八
○
三
五
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四

妙
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー
ｈ
○
七
五
’
四
六
三
’
三
一
二
一
㈹

※
封
筒
の
表
に
「
紀
要
原
稿
在
中
」
と
明
記
の
こ
と
。

毎
年
十
二
月
末
日
（
厳
守
）
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臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要
第
二
号

平
成
十
六
年
五
月
十
五
日
発
行

発
行
人
細
川
畳
一

編
集
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー

印
刷
所
信
天
堂

発
行
所
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
教
化
セ
ン
タ
ー

〒
六
一
六
’
八
○
三
五

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
十
四

電
話
（
○
七
五
）
四
六
一
一
一
－
一
一
一
一
二
一

あ
い
ｚ
］
⑬
心
⑪
‐
四
仁
切
、
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